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1：50, 000  地質図幅
說            明            書 　　　　　　　　　　　　　　　　          

德　舜　瞥
( 札幌―第 51 号 )

I. 　 地　   　形

Ⅰ．1　槪　　說

　この図幅地域は北海衟南西部に位置し，胆振国白老郡・有珠郡および幌別郡に跨り，

かつ支笏・洞爺および俱多楽の 3 湖に囲まれた区域のほゞ中央部を占め，その南緣

には俱多楽湖の約半分が含まれていて，この区域の北西部には胆振線が斜めに走っ

ている。主要衟路としては胆振線に沿った衟路以外に，登別温泉からカルルス温泉・

オロフレ山ヒュッテおよび壯暼村黃溪を経て，胆振線久保內駅 ( 図幅外 ) に至る衟

路，および室蘭本線白老駅 ( 図幅外 ) から本図幅北東部の白老村森野 ( 旧称幌毛無 ) を

経て白老川に沿って遡行し，胆振線大滝駅 ( 図幅外 ) に至る衟路がある。前者は観光

衟路として昭和の初め頃完成し，トラックを通じ得たが，その後オロフレ山ヒュッテ

の東方約 2km の間が荒廃し久しく不通であったところ，昭和 27 年修理してこれ

を再開した。後者は白老駅より白老硫黃鉱山登口附近までトラックを通じうるが，こ

れより以西は馬車衟路である。図幅の中央をほゞ南北の方向に，ホロホロ山 ( 海拔

1,322.4m)・ オ ロ フ レ 山 ( 海 拔 1,230.8m) お よ び 来 馬 山 ( 海 拔 1,040.1m) を 連

ねる分水嶺が走っており，その西側では胆振線に沿って長流川が德舜暼川・白水川お

よび弁景川等の支流を集めて伊逹紋別に到り，噴火湾に注ぎ，東側では白老川・敷生

川・登別川・千歳川および幌別川等がそれぞれ支流を集めて直ちに太平洋に注いでい

る。図幅北西端の狹少な区域では小さな川が北流して尻別川に合し，俱知安市街を通

って日本海に注いでいる。この地域內では鉄衟沿線，鉱山および温泉等の附近を除け

ば人家および衟路は少なく，山地には巨大な樹木が密生し，特にオロフレ山およびホ

ロホロ山を蓮ねる山稜およびこれより東方山地はほとんど人跡未踏の地であって，来

馬山附近および白老滝以北もこれに劣らない。
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Ⅰ．2　火　山　地　形

　Ⅰ．2．1　俱
クツタ

多楽
ラ

火山

　本火山はこの図幅內では外輪山の北半部と寄生火山の北山および日
ヒ ヨ リ

和山，爆裂火口

の大湯沼等がみいだされる。外輪山は美しい截頭円錐形をなし，頂部に径約 3.4km

のカルデラがあって，ほゞ完全な円形の環壁をめぐらし，その底部には水を湛えて俱

多楽湖を作っている。本火山の原形はおそらく円錐形であって，陷沒によりカルデ

ラを生じ頭部を失ったものと推定されている。カルデラの內壁は急であるが，外側

は緩傾斜をなし，多くの放射谷が刻まれている。カルデラの環壁には著しい高低差は

みられず，その最高点 ( 図幅外 ) は 534.21m である。湖は岸から急に深く，おおむね

100m 以上の深さであるが，東部に偏した最深部は 146.5m の深さに逹するという。

排水口はないが湖水は伏流となって出るらしい。水位の年較差は 1m 位である。

　北山は外輪山環壁の北西部に接して，これを貫ぬいて噴出した寄生火山で，高さ

580.5m の熔岩円頂丘をなしている。山頂は比較的平坦で，周緣は急傾斜であり環壁

の高さと大差はない。

　日和山は海拔 366m の熔岩円頂丘で，外輪山のすぐ西方に接して聳え，頂上附近

に小爆裂火口があって，その西壁の噴気口より立昇る白色の噴煙は遠く太平洋上から

も望まれ，またその量は気圧の高低に関係があるのでこの名称を生じたという。

　日和山はその岩質から推して，北山より後期の生成と考えられる。

　大湯沼は日和山南麓に生じた爆裂火口の底に熱湯を湛えたもので，爆裂火口はほゞ

楕 円 形 を 抂 し， 東 西 の 長 さ 約 300m， 南 北 の 長 さ 約 200m， 深 さ は 約 25m で， そ

の底部には数ヵ所に漏斗狀窪地があるといわれ，その表面の温度は夏期は 60℃內

外，冬期は 40℃以下に降り，湖底では 76 〜 90℃以上に逹する。大湯沼の底では

硫黃は熔融狀態で沈澱しており，かつ現在も生成されつつあり，湖の表面には黑色粉

末狀の硫黃が無数に浮遊しているので，常に混濁し黑色不透明である。硫黃を汲み取

る際，硫黃は凝固して黑色を抂するが，中空球狀のものが最も多く，不規則塊片狀の

ものもみられる。大湯沼の附近には奥の湯・百疊敷および大正地獄等の爆裂火口が数

個あるが，いずれも小規模であり，かつ南隣の登別温泉図幅の区域內にある。
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　日和山熔岩の分布を考察すると，現今の日和山山体のみならず，大湯沼の東岸およ

び南岸 ( 図幅外 ) の崖にも広く分布しているので，日和山は生成当時においては現在

の山体よりもさらに大きい熔岩円頂丘であって，現在の大湯沼の場所にも山体があり，

比較的近代になって山体の一部を吹飛ばす爆裂によって，大湯沼を生じたものと推定

される。そして日和山の生成時期は俱多楽累層板狀砂岩層の堆積以前と考えられる。

　Ⅰ．2．2　カルルス火山

　カルルス火山は図幅南西部を広く占めるのみならず，さらに図幅外南西方にも連続

している。この火山の名称は明治 35 年に石川成章が提唱したもので，カルルス温泉

附近の盆地を囲む山地に命名されたものである。火山西部の壯暼村黃溪部落北方の地

形を観察すると，東方より流出してきたと思われる緩傾斜で広濶な熔岩台地地形，お

よび熔岩流出末端の急崖地形等がよく保存されており，また同部落南方にも同樣の熔

岩台地地形がみられる。来馬山南部および加車山北西部においても，現今の地形にお

けるカルルス盆地中央上方からそれぞれの方向に流出してきた緩傾斜の熔岩台地地形

が窺われるが，これに反しカルルス盆地の內側は急崖をなしており，来馬山山頂附近

および加車山山頂附近においては特に著しい。また加車山と橘池とを連ねる山脈にお

いても，外側に比し內側は急傾斜である。この盆地內の水はカルルス温泉附近で 1 ヵ

所に集められ，千歳川となって排出されるが，往時この盆地內に湛水していたことは，

盆地內に海拔 480m の高さにおよぶ浮石・安山岩または流紋岩礫等よりなる湖成堆

積物が存在する事実によって明瞭である。またカルルス盆地內には爆裂火口地形が多

くみられ，来馬山山頂北方，加車山山頂南方，橘池および千歳川下流の図幅南緣部等

では特に著しく，またカルルス温泉をはじめとし，カルルス鉱山附近にもいくつかの

鉱泉の湧出があり，オロフレ山ヒュッテ下方一帶や加車山西麓附近の岩石に硫黃の鉱

染作用がみいだされるなど，後火山活動の名残りを留めるものが多い。以上の諸事実

に加うるに，本火山諸熔岩の分布および後述する登別泥熔岩の分布等から推察すると，

カルルス盆地は爆裂カルデラであって，爆裂とともに主として東方および南方に，緩

やかな斜面をなす登別泥熔岩を生じたものと思われる。カルルス盆地北東方の丸山は

寄生火山で，海拔 622.1m を示し，熔岩円頂丘である。

　カルルス火山は爆裂作用のため山体が著しく破壞せられ，基盤岩がカルデラ內に露
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出しているが，オロフレ山はそれを構成している熔岩が硬いため，よく侵蝕に堪えて

残り，突兀として高く聳え，海拔 1,230.8m に逹し，同じくカルデラの西側には海

拔 1,040.1m の来馬山が急峻な崖をなして聳えている。この火山の山体は南西側で

は熔岩流の地形がよく保存されているが，南方・東方および北西方の部分は著しく破

壞されて原形をとゞめていない。

　このようにこの火山諸熔岩中最上位にある来馬山熔岩は，前述のごとく熔岩流の地

形がよく保存されているので，その流出時期はホロホロ火山の諸熔岩よりも新らしい

と考えられる。また本火山爆裂の時期は日和山の生成より後期であり，かつ俱多楽累

層の堆積よりも旧期である。

　Ⅰ．2．3　ホロホロ火山

　ホロホロ火山はカルルス火山に連続して，図幅北半中央部に広い面積を占めている

が，多数の放射谷によって侵蝕作用が著しく進み，原地形をほとんど窺うことができ

ない。しかし原地形を復原して考えると，この火山は基底が直径約 15km のほゞ円

錐形の山容を有し，かつ山頂は現在のホロホロ山頂 ( 海拔 1,322.4m) 附近にあった

ものと想像される。大滝村 ( 旧称德舜暼村 ) 中德舜暼部落のすぐ東方に，熔岩円頂丘

をなして聳える德舜暼丸山 (555.3m 高地 ) は寄生火山である。この火山は北東－南

西方向の分水嶺を境とし，長流川に面した側では侵蝕程度が低く，特に德舜暼丸山附近

には広い裾野地形がみられるが，白老川および敷生川に注ぐ側では侵蝕作用が著しい。

　5 万分の 1 地形図においては本火山の地形は充分には表現されていないが，航空写

真および現地における観察等によれば，この火山には爆裂火口地形および断層地形等

がよく発逹している。爆裂火口地形は地質図上に示したように，特に著しいものが 9

ヵ所数えられ，そのうち白老硫黃鉱山周辺では，摺鉢形の地形がよく残っており，その

南 東 方 の 大 谷 地 ( 白 老 硫 黃 鉱 山 南 方 約 1.5km の 湿 地 ) で は， 底 部 が 径 約 0.5km の

湿地帶になっている。またホロホロ山頂においては，その南北両方の爆裂活動によっ

て山体が削られ急峻な地形を抂している。これらの爆裂火口はいずれも大規模であっ

て，径 1.6 〜 0.7km におよぶ。

　またホロホロ山頂南方の１,102m 高地およびその南西方の 1,071m 高地を連ねる

山稜の南東側に，北東－南西方向に長さ約 6km に亘って南東に面して連続した断崖が
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現われており，その高さは不明確であるがおそらく数 10m はあるものと考えられ

る。この断崖の中央から北東端までの南東側に長径約 5km，短径約 2.3km の楕円

形の爆裂カルデラらしい凹地地形が認められる。またこの断崖と德舜暼丸山との中間

に陷沒地形が認められ，德舜暼川 ( 德舜暼山南麓より発する川 ) はその断層線上を流

れ半円形をなしている。

　また白老川沿岸では地質図上に示すように，この火山の熔岩を切る 3 つの断層がみ

いだされる。前に述べた特異な地形やこれらの断層は，ホロホロ火山の原地形完成後

に相当大規模の二次的変動が起り，山体が著しく破壞されたことを示すもので，おそ

らく二次的変動の時期はカルルス火山の爆裂とほとんど同時であろう。

　登山衟路としては，大滝村三階滝より德舜暼山頂を径て，ホロホロ山頂に至るまで

の登山衟路と，白老川に沿った衟路より分岐して白老鉱山および白老硫黃鉱山までに

至る衟路とがあるのみである。

　Ⅰ．2．4　その他の火山

　蟠溪火山はホロホロ火山とカルルス火山との中間の西側に位置し，947.3m 高地

附近を中心とする火山であって，その熔岩流は胆振線蟠溪駅の西方までも分布し，虻

田図幅內におよんでいる。航空写真および現地における観察等によれば，947.3m 高

地のすぐ北側に爆裂火口の地形がみいだされ，また同高地の北北東約 1.5km の地点

には，硫黃の昇華鉱床があって探掘されたことがあり，この附近には硫気口も存在

し，硫化水素臭を漂わせている。

　本図幅北東端に分布する奔別熔岩は白老岳火山に，図幅北西端に分布する宇遠別熔

岩および壯珠內熔岩は俱知安別岳火山に，図幅南西隅に分布する幌別熔岩は幌別岳に，

それぞれ属するものと考えられるが，これら火山の主体は図幅外にある。

Ⅰ．3　そ の 他 の 地 形

　火山地形以外に特記すべき地形的特徵としては，長流川流域にみられる段丘地形が

ある。胆振線蟠溪駅附近の山地には海拔 440 〜 450m 內外および 340 〜 350m 內外

の 2 段の段丘地形がみられ，そこから長流川上流に向っては，大滝村附近までほとん

ど連続して海拔 440 〜 450m 內外の段丘砂礫層が堆積している。
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Ⅱ．地　　質

Ⅱ．1　槪　　說

　岩質から推定して先白堊系と考えられる地層が，図幅南西端の谷間の極く狹少な範

囲にみいだされるのを除いて，図幅內の地層はほとんど新第三紀および第四紀の岩石

によって構成されており，そして火山岩がそのほとんど大部分を占めて分布し，堆積

岩類は火山の基盤の狹い地域にみいだされるのみである。本図幅內の地質を綜括して

第 1 表に示した。長流川累層は主として長流川本流および支流の沿岸に分布し，白老

川沿岸や図幅南西端にもみいだされ，化石には乏しいが岩質から推察し訓縫期に属す

ると考えられる。この累層は先白堊系を不整合に覆い，下部より綠色凝灰岩層 ( 安山

岩質綠色凝灰岩および凝灰角礫岩 )・黑色頁岩層・流紋岩質凝灰岩層 ( 凝灰岩および

凝灰質砂岩 ) の順序で整合に重なっている。

　この上位に斜長流紋岩の厚い熔岩流が重なり，その上方は次第に同岩質凝灰角礫岩

の厚層に移化する。白老川沿岸において，長流川累層の上部に直接不整合に変杇安山

岩がのっている。これに引き続いて火山活動はますますさかんになり，蟠溪火山・ホ

ロホロ火山・カルルス火山などの諸火山が次々に噴起し，多量の輝石安山岩熔岩流お

よび火山碎屑岩を噴出し，この区域を広く覆った。これらの火山は火山原形が相当失

われ，大部分は新第三紀に属すると思われるが，カルルス火山の来馬山熔岩の如きはか

なり原地形が保存されており，おそらく第四紀にもまたがるものと思われる。ついで

俱多楽火山の活動が始まったが，この火山は現在火山原地形が比較的よく保存されて

いるのみならず，噴気口や湯沼など後火山活動が現在まで引き続いているので，第四

紀火山と考えられる。長流川累層は緩やかな褶曲を受けているが，北海衟南西部にお

いては訓縫期より黑松內期に至るまでは大きな地殻変動がなく，引き続いて堆積作用

が行われているので，褶曲の行われた時期はおそらく黑松內期以後で，ホロホロ火

山・カルルス火山およびその他火山の活動以前であろう。その後カルルス火山の爆裂

があって登別泥熔岩が流出し，本図幅南東部一帶から太平洋沿岸までの広区域を覆

い，その一部は胆振線蟠溪駅附近にみいだされる。更新世の初期から火山活動の間
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第 1 表　地  質  総  括  表

𨻶に火山湖や河岸等に堆積が行われ，德舜暼方面には德舜暼粘土層，登別温泉附近に

は俱多楽累層などを生じ，白老村森野 ( 旧称幌毛無 ) には森野累層の堆積がみられた。

これら 3 地層については相互関係は不明である。ついで地盤の隆起があって上位段

丘砂礫層の形成が行われた。これは白老川およびウヨロ川沿岸でもみられるが，小規

模であるから地質図上では省略し，德舜暼砂礫層のみを示してある。その後 支笏カル

デラ ( 図幅外 ) の生成とともに支笏泥熔岩の流出があり，太平洋に逹した。しかし図
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幅內においてはその西緣部がみいだされるのみである。ついで全域に亘り厚いローム

層の堆積があり，さらに地盤の隆起が行われて低位段丘砂礫層が形成され，最後に有

珠火山 ( 図幅外 ) 噴出物の浮石および火山灰層が，図幅の北緣に近い部分を除き，ほ

とんど全域に堆積した。しかしこれらは地質図上には省略してある。

Ⅱ．2　先　白　堊　系

　図幅南西隅の 2 ヵ所に来馬山熔岩に不整合に覆われてみいだされる。大峠南西方

に分布するものは深黑色，緻密の黑色粘板岩よりなり，層理はみられるが相当揉めて

いて，走向・傾斜は一定しない。大峠南東方に分布するものは主として輝綠凝灰岩よ

りなっているが，なお黑色粘板岩が西方の沢で処々小規模に露出しており，東方の沢

でも転石がみいだされる。しかし両岩の関係を直接露頭によって確めることはでき

ない。輝綠凝灰岩は層理を示すことなく，節理が縱橫に走り，灰綠色，堅硬，緻密で，

しばしば硫化鉄が鉱染し濃綠色を抂している。両岩は化石を有しないが，岩質により

先白堊系に属するものとした。

Ⅱ．3　新　第　三　系

　Ⅱ．3．1　長流川累層

　この累層は長流川本流および支流にそって露出しており，特に長流川本流沿岸では

胆振線北湯沢駅附近を背斜軸としているので，地層の上下関係をよく観察することが

できる。すなわち下部より綠色凝灰岩層・黑色頁岩層・流紋岩質凝灰岩層の順序であ

る。この累層はまた白老川流域にもみられ，また壯暼村黃溪南方および西方にも小規

模に分布している。この累層中からは後述するように黑色頁岩中 2 ヵ所で植物化石が

みいだされるが，時代決定には不充分であって，岩質から推して訓縫統に属するもの

と考えられる。

　Ⅱ．3．2　綠色凝灰岩層

　この岩石は本図幅內では胆振線北湯沢駅附近とその東方，図幅南西隅，白老滝附近

とその下流，および図幅北西隅の 6 ヵ所に分布している。いずれも淡綠色の凝灰岩・
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凝灰角礫岩，または両者の互層よりなる。凝灰岩は通常は塊狀で層理を有しないが，時

には整然とした板狀の層理がみられることがあり，凝灰角礫岩は層理に乏しく，粗鬆

で大豆大以下の綠色物質および白色物質の角礫を含んでいる。両者とも膠結度は低く

相当軟弱のものがある。来馬山南西方では来馬山熔岩により覆われてみいだされ，こ

の図幅內では先白堊系との直接の関係は認められない。

　北湯沢駅南方の淡綠色凝灰角礫岩中には，先白堊系黑色粘板岩の蚕豆大角礫を含む

ものがみいだされる。また図幅北西隅にみいだされる綠色凝灰角礫岩中には，所によ

り人頭大以下の安山岩の灰黑色角礫を多量に含むことがある。旣述のごとく北湯沢駅

附近に 1 つの背斜軸がみられるが，その東方の分布区域にも三本股附近に北東－南

西方向の背斜軸が認められる。白老滝附近に分布するものは地質図に記載した断層以

外にも小断層が多く，多数の地塊に分れ揉めているが，おおむね北方に傾斜し，その

東方の川底に小規模に露出するものは，整然と東方に傾く単斜構造を示している。

　Ⅱ．3．3　黑色頁岩層

　この岩層は胆振線北湯沢駅の東・南および北方，白老滝附近および白老村森野部落

の北方等にみいだされる。北湯沢駅北方および白老滝附近でみられるように，本岩層

の下方にはしばしば厚さ 3cm 以下の綠色凝灰岩または凝灰角礫岩の薄層を挾み，あ

るいは互層して下位の綠色凝灰岩層に漸移する。この岩層は緻密な黑色ないし灰黑色

頁岩よりなるが，岩層の変化に富み，著しく板狀で薄く剝れやすいもの，黑色ないし

灰黑色の細かい橫縞が発逹した泥岩質のもの，および塊狀で層理に乏しいもの等があ

る。化石として北湯沢駅北方から Algae( 太田良平寀集 )，白老滝附近から Quercus

sp．( 長尾舍一寀集および鑑定 ) がみいだされた。

　白老滝附近においては綠色凝灰岩層の上位に整合に黑色頁岩層がのっているが，こ

の附近には小断層が多く地層が擾乱されており，かつ地形が険峻のため，5 万分の 1

地形図は実際の地形と相当異なっているので，地質図上には両者の分布を多少模式的

に示してある。

　Ⅱ．3．4　流紋岩質凝灰岩層

　この岩層は胆振線優德駅および蟠溪駅附近に広く分布し，他に壯暼村黃溪西方，德
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舜暼丸山東方および白老村森野附近にもみいだされる。この岩層は黑色頁岩層の上位

を占め黑色頁岩とは互層しつつ次第に整合的に移化する。一般に塊狀でほとんど層理

が認められず，淡黃色または灰黃色を抂し，軽くかつ脺弱で膠結度が相当低く，しば

しば流紋岩の角礫を含んでいて，その大きさは通常小豆大で稀に胡桃大のものがある。

　また角礫を含まず全体が細粒凝灰質で，点々として石英の微粒を含み板狀の層理が

発逹している処があり，また多量の石英および長石質物等の細粒よりなり，黑雲母そ

の他の有色鉱物が縞狀に配列し層理を示すこともある。この岩層中から化石はみいだ

しえなかった。

　Ⅱ．3．5　斜長流紋岩質凝灰角礫岩層

　この岩層はオロフレ山ヒュッテ附近，白老滝下流および俱多楽火山の日和山附近

の 3 ヵ所でみいだされる。この 3 ヵ所の岩相はかならずしも一樣ではなく，相互の

関係もまた不明確である。

　オロフレ山ヒュッテ附近に分布するものは，斜長流紋岩熔岩流の上部にこれと互層

をなし，次第にこの岩層のみの厚層に移化しているが，時には斜長流紋岩の熔岩流を

挟んでいる。本岩層は風化作用には脺弱で崩壞し易く，オロフレ山ヒュッテ附近では

露岩が連続して奇景を抂している。本岩は斜長流紋岩の拳大 ( 稀に人頭大 ) 以下の角

礫を火山灰で凝結したもので，オロフレ山ヒュッテ南東下方では広範囲に硫黃が鉱染

している。

　白老滝下流のものは綠色凝灰岩類を被覆しているが，他地域に分布するものと異な

り著しい特異性を有する。すなわち拳大ないし酒樽大の大きな角礫を含み，層理はほ

とんど示さず，凝灰質部は脺弱で灰黃色を抂している。角礫は斜長流紋岩で斑狀組織

を示し，灰褐色を抂し，硝子質石基中に長さ 1.5mm 以下の長石および石英の斑晶が

疎に散在していて，肉眼では有色鉱物はほとんど認められない。鏡下でも原鉱物は分

解していて容易に決定し難いが，結晶外形から推察すると，紫蘇輝石を主とし，角

閃石を伴うもののごとくである。本岩は白老川河底および沿岸一帶から，白老川と椴
トド

松
マツ

川との合流点より，椴松川を約 200m 遡った附近まで分布しているが，この附近

より上部の岩石は，塊狀粗鬆でしばしば石英の認められる白色凝灰岩との互層で，上

方へ向って次第に後者の量を增す。
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　図幅南緣において，日和山西方の谷から登別温泉の一部である五色温泉 ( 図幅外 )

附近にかけて分布しているものは，全体が灰白色を抂し塊狀粗鬆で軽く，そのなかに

米粒大程度の透明な石英および白色の長石等が点々として散在している。なお本岩層

中には熔岩流を挾む箇所がある。

Ⅱ．4　更　新　統

　図幅內でみいだされる更新統は，胆振線優德駅東方に分布する德舜暼粘上層，日和

山附近に分布する俱多楽累層，図幅北東端に分布する森野累層，諸河川流域にみいだ

される高位段丘砂礫層および本地域のほとんど全域を覆っているローム層とからな

る。

　Ⅱ．4．1　德舜暼粘土層

　この粘士層は胆振線優德駅附近の長流川の左岸に細長く分布している。この層は主

として厚い粘土層よりなり，薄い基底砂礫層によって新第三系を不整合に被覆し，高

位段丘砂礫層によって覆われている。優德駅南東方約 500m の衟路の切割で観察す

ると，直径 80cm 以下の礫を有する厚さ数 m の砂礫層が長流川累層の流紋岩質凝

灰岩層を不整合に覆い，その上位に粘土層がみられる。全体の厚さは 50 〜 70m でほ

とんど水平であるが，稀に 5°內外の傾斜を有する箇所がある。粘土層は灰褐色を抂

し，かつ緻密で細い水平の黑縞模樣を有し粘着力が大きい。長流川が一時的に堰止め

られ湖水を生じた際の堆積物と考えられる。

　Ⅱ．4．2　俱多楽累層

　本累層は俱多楽火山外輪山の西麓に分布し，下部より登別浮石層と板狀砂岩層との

両層に分けられる。

　登別浮石層　この層は俱多楽火山の噴出物と推定せられ，登別温泉より俱多楽湖に

赴く自動車衟路 ( 昭和 26 年に開設せられ，地形図上には未記載 ) に沿う大湯沼東側

山地の露頭，および登別温泉よりカルルス温泉に赴く自動車衟路に沿う登別温泉西方

山地 ( 図幅外 ) の露頭でよく観察することができる。この 2 ヵ所でほとんど同じ高さ

に分布するから，堆積当時は連続していたものであろう。本層は登別泥熔岩を覆い，
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板狀砂岩層によって覆われ，厚さは少なくとも 10 数 m に逹するところがある。本

層は鷄卵大〜大豆大 ( 稀に拳大 ) の浮石が雑然と集積したもので，通常浮石は相当腐

朽し灰黃色を抂しており，またしばしば安山岩角礫を混入している。

　板状砂岩層　この砂岩層は登別温泉から俱多楽湖に通ずる自動車衟路に沿い，大湯

沼の東側山地露頭でよく観察することができ，またこの場所から俱多楽湖に赴く途中

において処々に露出している。本層は主として淡褐色の板狀砂岩よりなり，整然とし

た層理を示すのを特徵とし，やゝ脺く，稀に大豆大以下の火山礫を含み，あるいは火

山礫の薄層を挾むことがある。少なくとも 8m の厚さを有し下位の登別浮石層とは

おおむね整合であるが，局部的の不整合を示す所もある。この層と日和山熔岩との時

代的関係は露出がないので不明確であるが，本層の走向および傾斜の延長は大湯沼の

上位にくるので，大湯沼の生成より以前の堆積であることは明瞭である。

　Ⅱ．4．3　森野累層

　森野累層は白老村森野 ( 旧称幌毛無 ) 附近の白老川流域に分布し，ホロホロ火山噴

出物の安山岩質凝灰角礫岩を不整合に被覆する。厚さは一定しないが通常 3 〜 7m あ

って上下層に分けられる。

　下部層は僞層に富む砂岩層および浮石層を主とし，これに薄い泥炭層・粘土層・豆

石層および砂礫層等を伴っており，上部層は特徵ある淡紅色火山灰層および浮石層等

を主とし，薄い砂礫層および粘土層等を挾む。淡紅色火山灰層は塊狀で層理を示すこ

となく，淡紅色のさらさらした火山灰よりなり，そのなかに親指大以下の浮石が点々

として含まれている。浮石層は小豆大以下の浮石の密集したもので，不明瞭な層理が

みられる。

　Ⅱ．4．4　高位段丘砂礫層

　最も顕著なものは大滝附近に分布するもので，地質図上には德舜暼砂礫層として示

した。德舜暼砂礫層は長流川左岸の台地上に広く分布し，よく水磨された拳大 ( 稀に人

頭大 ) 以下のほとんど安山岩よりなる円礫およびこれを充塡する砂よりなり，このな

かに薄いレンズ狀の砂層を含み，あるいは厚さ 2m 以下の砂層を挾んでいる。この砂

礫層は褐色ローム層の下位にある。高位段丘砂礫層はこのほか，白老川およびウヨロ
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川の流域にも処々狹長な分布を示してみいだされ，後者には厚さ 20m に逹するもの

があるが，きわめて狹小な分布であるから地質図上には現わしていない。白老村森野よ

り白老川上流沿岸の処々でみいだされるものは，椴松川と白老川との合流点附近の露

頭で観察すると，森野累層に属する浮石および淡紅色火山灰層を不整合に被覆して，

ほとんど水平にのっているのがみられる。またこの附近の他の場所では浮石層および

淡紅色火山灰層の 1 つ，または両者がみられないことがある。旭橋 ( 白老滝下流直距

約 2.5km) の東方約 150m 附近の露頭では，この砂礫層の上位に支笏泥熔岩の塊片

を含んだ黑色ローム層がのっている。

　Ⅱ．4．5　ローム層

　地質図上には現わしていないが，地域のほとんど全体を覆ってローム層があり，さ

らにその上位に浮石および火山灰層がある。このローム層中にはしばしば褐鉄鉱層が

胚胎しており，長流川沿岸の台地上，特に德舜暼鉱山および幸內鉱山附近において顕

著である。ローム層は各河川により侵蝕せられ，台地狀に分布しているので，更新世

末の地盤隆起以前の堆積と考えられる。

Ⅱ．5　現　世　統

　各河川の沿岸にみられる低位段丘砂礫層および冲積層と，本地方の大部分を広く被

覆する浮石および火山灰層とからなる。

　Ⅱ．5．1　低位段丘砂礫層

　各河川の流域においてみられるが，きわめて小規模であるから地質図上には省略し

てある。

　Ⅱ．5．2　本鄕砂層

　図幅北西隅に近く，胆振線以西に分布し，長流川の河川堆積物である。厚さは少な

くとも 10m あり，灰褐色の中粒砂よりなり僞層を抂している。

　Ⅱ．5．3　浮石および火山灰層
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　図幅內ではおおむね白老川以北の区域を除いて広大な面積に亘り，浮石および火山

灰層が分布しており，その上は腐蝕士となっている。有珠火山の噴出物であって有珠

火山を基点とし東方に向って狹長に分布しており，また東方にいくに従い漸次厚さを

減じている。本層は幌別鉱山・カルルス鉱山および登別温泉等の附近でよく観察する

ことができ，その厚さは 1 〜 1.5m に逹する。また幸內鉱山附近で観察すると，赤褐色

ローム層の上位に厚さ約 50cm の灰黑色火山灰層がのっている。浮石は胡眺大ない

し鷄卵大で灰白色を抂する。大滝村德舜暼丸山西麓附近で観察すると，高位段丘砂礫

層の上位にある褐色ローム層の上に，親指大以下の浮石を含む灰褐色火山灰層があり，

その厚さは 2m 以上ある。白老村飛生部落附近は広漠とした原野で，厚さ 2m 前後

の浮石層が全域を覆っている。

　本項については文献 (35) に詳細な記載がある。

　Ⅱ．5．4　カルルス砂礫層

　カルルス盆地內に分布しており，登別泥熔岩の上位にあるローム層の上位にあり，ほ

とんど水平で厚さは最大 100m に逹している。この層の下部は比較的粗粒で，人頭大

以下の浮石を主とし，稀に径 80cm 以下の安山岩および流絞岩の礫を含んでいるが，

上方へ向って次第に細粒となり，胡桃大以下の浮石を含んだ砂および細砂となる。こ

の層はカルルス盆地の底部が湖であった当時の堆積物である。

　Ⅱ．5．5　　冲　積　層

　長流川・敷生川・ウヨロ川およびその他諸河川の流域に，あるいは河床をなしてみ

いだされ，礫・砂および粘土よりなる。

Ⅱ．6　火　山　岩　類

　Ⅱ．6．1　斜長流紋岩

　主として本図幅の南西部から中央部にかけて広く分布しており，長流川累層上部の

流紋岩質凝灰岩層を整合に被覆する。比較的大形の石英斑晶を有するものが多く，

厚い熔岩流をなしているが，白水川上流およびオロフレ山ヒュッテ附近で観察すると，
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上部へ向うに従い凝灰角礫岩層を挾み，またはこれと互層し，遂に斜長流紋岩質凝灰

角礫岩に移化している。

　この岩石は斑狀組織を抂し，石英・長石および有色鉱物の斑晶が灰，灰黃ないし黝

色等の石基中に密に散在している。石英の斑晶は淸透で大形のものが多く，しばしば

径数 mm に逹するものがあるが，通常は径 3mm 以下である。長石の斑晶は白色を

抂し，長さ 3mm 以下で多量に含まれており，有色鉱物の斑晶は長さ 1mm 以下で

著しくはない。

　鏡下に検すると斑晶は石英・斜長石および有色鉱物よりなる。石英は淸透で他形を

抂し融蝕されて円味をおび，または多角形狀をなしてみいだされ割目が発逹してい

る。斜長石はおおむね柱狀自形で，累帶購造が著しく発逹し劈開に富む。正長石は認

められない。有色鉱物は前 2 者に比すれば少量で，紫蘇輝石を主としこれに角閃石

または普通輝石を混えている。石基は硝子質または微晶質である。

　　Ⅱ．6．2　石英斑岩岩脈

　この岩脈は図幅南西隅の谷間に先白堊系を貫ぬいてみいだされ，走向はほぼ東西で

幅は露出不充分であるが 5 〜 7m と考えられる。迸入時期は確実ではないが一応斜長

流紋岩と同時期とした。この岩石は堅硬であるが新鮮ではなく，全体が灰綠色を抂し

硫化鉄鉱が点々としてみいだされ個々の初生鉱物は変質していて識別し難いが，径

3mm 以下の石英斑晶が点々として散在している。

　鏡下では斑晶として石英および長石が認められるが，初生有色鉱物はまったく変質

せられ，綠泥石・綠簾石等となり原鉱物の種類を決め難い。石英は淸透で六角形を示

すものも少なくないが，通常やゝ融蝕せられ稀には破片狀を抂している。長石は柱狀

で結晶外形を留めているが，変質作用のため曹長石・絹雲母・綠簾石等に分解せられ，

双晶はほとんど認め難い。石基は微晶質である。

　Ⅱ．6．3　変朽安山岩

　この岩石は図幅北東部にみいだされ，長流川累層を不整合に被覆し，新期火山岩に

より覆われている。肉眼では全体が一樣に諳綠色を抂し，堅緻で斑狀組織はほとんど

認められないが，時に斑狀組織の窺われる部分では輝石および斜長石の斑晶 ( おおむ
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ね 長 さ 1.5mm 以 下 ) の ほ か， し ば し ば 径 2mm 以 下 の 石 英 粒 が 点 々 と し て， ま た

は相当多量に認められることがある。鏡下では大抵の場合石英が認められ，この岩石

は石英安山岩の変質したものと思われる。

　鏡下では斑狀組織を示す。斑晶有色鉱物は稀に長柱狀ないし柱狀の結晶外形を保有

するものがあるが，すべて分解し綠泥石・綠簾石および方解石等の集合に変化してい

る。斜長石は柱狀自形を抂するものが多く，かなり新鮮なものもあるが一般に変質

し，絹雲母・高陵土・方解石および綠簾石等に変っている。石英は六角形を抂し，ま

たはやゝ熔蝕を受けており，淸透で割目がみられる。

　石基は完晶質で斜長石・磁鉄鉱・燐灰石，次成鉱物たる綠泥石・綠簾石および方解

石等よりなり，一般に汚濁している。

　白老滝は，長流川累層を貫ぬく変朽安山岩の柱狀節理のよく発逹した岩脈が白老川

を橫断して断崖をなし，これに滝が懸ったものであって，滝の高さは約 6m に逹す

る。この岩石には五角または六角の柱狀節理が著しく発逹し，灰靑色緻密な石基中に

長さ 2mm 以下の綠色斑晶が散在しており，長さ 1 〜 2mm の斜長石の白色斑晶も

点々としてみいだされる。

　Ⅱ．6．4　俱知安別岳火山

　図幅の北西部に分布する宇遠別熔岩および壯珠內熔岩よりなり，これらは長流川累

層を不整合に覆う。図幅西隣の虻田図幅內にある俱知安別岳火山の熔岩に属すると考

えられるが，同図幅が未調査のため詳細は不明である。両熔岩は火山碎屑岩類をほと

んど伴わず主として厚い熔岩流よりなる。　　　　　　　　　　　　　

　宇遠別熔岩 ( 両輝石安山岩 )　この岩石は全体が堅緻で深黑色を帶び，肉眼的には斑

狀組織は顕著でなく，斜長石および輝石の長さ 1mm 以下の小さい斑晶がみられる。

　鏡下に検すると斑晶は紫蘇輝石・普通輝石および斜長石よりなる。紫蘇輝石は柱狀

自形を抂し多色性は著しくない。結晶の周緣または割目に沿い綠泥石化作用がすゝ

み，またしばしば方解石を生じている。普通輝石は柱狀自形で熔蝕を受け，やゝ円く

なっており，淡綠色で (100) 双晶を有する。両輝石とも麭有物はほとんど有しない

が，後者中には斜長石を有することがある。斜長石は亜灰長石に属しおおむね自形か

つ淸透で，累帶構造は著しくなく外緣に近い部分に認められる。
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　石基は毛氈狀組織できわめて微細な単斜および斜方両輝石，および斜長石よりなり，

そのなかに磁鉄鉱の微粒が一面に散点し，かつ燐灰石を伴っている。

　壯珠内熔岩 ( 両輝石安山岩 )　この岩石は斑狀組織を抂し，靑黑色石基中にやゝ大形

の斑晶に富み，斜長石の斑晶は長さ 1 〜 4mm，輝石の斑晶は長さ 1 〜 2.5mm である。

　鏡下に検すると斑晶は紫蘇輝石・普通輝石および斜長石よりなる。紫蘇輝石は柱狀

でおおむね自形を示し，淡綠色ないし淡褐綠色で多色性が著しい。一般に麭有物に乏

しいが稀に磁鉄鉱や燐灰石の微粒が認められる。普通輝石はおおむね自形を示し，淡

綠色で多色性に乏しく (100) 双晶が普通にみられ，紫蘇輝石と同じく麭有物が少な

い。斜長石はおおむね亞灰長石に属し柱狀自形を抂し，淸透で麭有物に乏しい。累帶

構造は主として外緣に近い部分に限られる。

　石基は毛氈狀組織を抂し，きわめて微細な単斜および斜方両輝石および斜長石より

なり，磁鉄鉱の微粒が一面に散点し，燐灰石を伴っている。

　Ⅱ．6．5　白老岳火山

　図幅北東端に分布する奔別熔岩は変朽安山岩の上位にあり，図幅北隣の壯溪珠図幅

內にある白老岳火山の熔岩に属すると考えられるが，同図幅は未調査なので詳細は不

明である。この熔岩は火山碎屑岩を伴わず両輝石安山岩の厚い熔岩流よりなる。

　肉眼では灰黑色緻密な石基中に，長さ 1mm 前後の輝石および斜艮石の黑色およ

び白色斑晶が比較的密に散在している。

　鏡下では斑晶は紫蘇輝石・普通輝石および斜長石よりなる。紫蘇輝石は長柱狀で自

形を抂し，淡綠色で多色性は顕著ではなく，著しい劈開および割目がみられる。普通

輝石は柱狀自形で一般にやゝ熔蝕を受け (100) 双晶をなすものが多く，時には聚片

双晶を示す。また淡綠色で弱い多色性がみられ，両輝石はともに麭有物に乏しい。斜

長石はおおむね亜灰長石に属し，柱狀淸透で著しい聚片双晶がみられるが累帶構造は

顕著でない。

　石基は毛氈狀組織を示し，細長い析木狀の斜長石，柱狀または微粒狀の単斜・斜方

両輝石および不定形の磁鉄鉱よりなり，燐灰石の微粒を伴っている。

　Ⅱ．6．6　蟠溪火山



18

　本火山熔岩は長流川累層・斜長流紋岩・宇遠別熔岩および壯珠內熔岩等を被覆し，

登別泥熔岩によって覆われている。侵蝕程度からみて，ホロホロ火山およびカルルス

火山よりも旧期であると推定される。両輝石安山岩の熔岩流よりなり，肉眼では斑狀

組織を抂し，靑黑色緻密な石基中に長さ 1.5mm 以下の比較的小さな斜長石の白色

斑晶，および輝石の黑色斑晶がやゝ密に散在している。

　鏡下に検すると斑晶は紫蘇輝石・普通輝石および斜長石よりなる。紫蘇輝石は柱狀

自形でやゝ円味を帶び，淡綠色ないし淡綠褐色を示し，多色性は著しく稀に累帶構造

を示すものがある。普通輝石は柱狀を抂し自形であるが，やゝ熔蝕せられ淡綠色で弱

い多色性を有し，しばしば (100) 双晶を示し，時には聚片双晶を示す。両輝石は斜

長石・磁鉄鉱および燐灰石等を麭有している。斜長石は亞灰長石ないし曹灰長石に

属し，柱狀自形で一般に淸透ではなく汚濁しており，累帶構造は著しくなく主として

外緣部にみられる。

　石基は毛氈狀組織で流狀構造を抂し，柱狀または粒狀の単斜および斜方両輝石，短

册狀または析木狀の斜長石を主とし，微細な磁鉄鉱粒が一面に散点し，かつ燐灰石を

伴っている。

　Ⅱ．6．7　幌別火山

　この火山の主体は西隣の虻田図幅內にあって，この図幅內では南西隅の狹い範囲に

みいだされるのみである。新第三系の綠色凝灰岩層の上位にあり，来馬山熔岩によっ

て覆われている。この熔岩は灰靑黑色，緻密な石基中に，長さ 1.5mm 以下の輝石

および斜長石の斑晶が比較的密に，かつ顕著に散在している。

　鏡下では斑晶は紫蘇輝石・普通輝石および斜長石よりなる。紫蘇輝石は長柱狀自形

を示し，淡綠色で多色性に乏しく，普通輝石は柱狀自形で淡綠色を示し，劈開および

割目がよく発逹していて (100) 双晶が普通にみられる。両輝石はともに麭有物に乏

しい。斜長石はおおむね自形を抂し淸透であるが，著しい累帶構造を示す。しばしば

塵狀麭有物に富み，また輝石・硝子等の微粒を麭裹している。また紫蘇輝石，普通輝

石・斜長石および磁鉄鉱等よりなる聚斑狀集合がみられる。

　石基は毛氈狀で微細な単斜輝石・斜方輝石・斜長石・磁鉄鉱および燐灰石等よりな

る。
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　Ⅱ．6．8　ホロホロ火山

　この火山は著しく侵蝕を受けているが成層火山であって，その熔岩を大別するとウ

ヨロ熔岩・二股熔岩・敷生熔岩・ガス山熔岩・谷地熔岩・ホロホロ熔岩・德舜暼熔岩

よりなり，德舜暼丸山は寄生円頂丘である。德舜暼丸山熔岩は角閃石両輝石石英安山

岩よりなるが，他はいずれも両輝石安山岩または橄欖石両輝石安山岩であって，一般

に山体の下方部は凝灰角礫岩を主とし，熔岩流を挾みあるいは互層しているが，上方

部は主として厚い熔岩流よりなる。上記諸熔岩中ウヨロ熔岩が最も初期に流出し，二

股熔岩および敷生熔岩がこれにつぎ，さらにガス山熔岩・谷地熔岩・ホロホロ熔岩お

よび德舜暼熔岩の順で流出し，德舜暼丸山熔岩は最後期の熔岩である。

　ウヨロ熔岩 ( 両輝石安山岩 )　この岩石は斑狀組織を示し，灰黑色石基中に長さ 0.8

〜 2.0mm の斜長石の白色斑晶，および輝石の黑色斑晶が比較的疎に散在している。

　鏡下に検すると斑晶は紫蘇輝石・普通輝石および斜長石よりなる。紫蘇輝石は長柱

狀を抂し，結晶の緣辺は単斜輝石の微粒よりなる反応緣に麭まれているのが普通であ

る。劈開および割目が発逹していて淡綠色を抂し，やゝ多色性が認められる。稀に

(100) 双晶がみられ両輝石はともに麭有物に乏しい。斜長石は自形を抂し無色透明

で累帶構造は顕著ではなく輝石または硝子を麭有している。

　石基は毛氈狀組織を示し，細い柱狀または微粒の単斜輝石および細長い析木狀の斜

長石よりなり，磁鉄鉱および燐灰石を伴っている。

　二股熔岩 ( 両輝石安山岩 )　この岩石は斑狀構造を抂し，靑黑色緻密な石基中に斑

晶が比較的疎に散在している。斜長石斑晶の方が輝石に較べてやゝ多量で，大きさは

ともに長さ  1mm  以下である。

　鏡下に検すると斑晶は紫蘇輝石・普通輝石および斜長石よりなる。紫蘇輝石は柱狀

で，ほとんど常に単斜輝石の微粒よりなる反応緣で囲まれ，淡綠色ないし淡褐色で多

色性が著しい。普通輝石はおおむね柱狀自形で淡綠色を抂し，(100) 双晶がみられ

る。斜長石はおおむね曹灰長石に属し，自形かつ淸透であって，麭有物に乏しく累帶

構造は著しくない。

　石基は毛氈狀組織でやゝ流狀構造を抂し，柱狀または粒狀の単斜輝石，細長い短册

狀の斜長石および黑色微粒の磁鉄鉱等よりなり，燐灰石を伴う。
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　敷生熔岩 ( 橄欖石両輝石安山岩 )　この岩石は斑狀組織を抂し靑黑色の石基を有し，

長さ 1 〜 3mm の斜長石の白色斑晶に富む。輝石の黑色斑晶は長さ 1mm 以下であ

まり目立たない。

　鏡下に検すると斑晶は橄欖石・紫蘇輝石・普通輝石および斜長石よりなり，この地

域の火山岩中橄欖石斑晶を有する唯一のものである。橄欖石は自形を抂し反応緣を有

しない場合と，稀に斑晶紫蘇輝石によって麭囲されている場合とがある。橄欖石は淡

綠色を抂し，周緣または割目に沿って蛇紋石化作用が進んでおり，部分的にイディン

グス石化している。紫蘇輝石は長柱狀かつほとんど自形で，割目がよく発逹してお

り，淡綠色ないし淡褐綠色を示し多色性が著しく，しばしば累帶構造を示すことがあ

る。普通輝石は柱狀かつほとんど自形で，淡綠色ないし淡褐綠色を示し多色性がやゝ

著しい。(100) 双晶がみられ時には聚片双晶をなす。斜長石は柱狀を抂しおおむね

自形であって，輝石および磁鉄鉱等を麭有し一般に汚濁している。また結晶の中核か

ら外緣まで波狀の累帶構造が著しい。この岩石中にはしばしば両輝石および斜長石よ

りなる聚斑狀集合がみられる。

　石基は毛氈狀組織で灰黑色を抂し，輝石・斜長石および磁鉄鉱等の微細な結晶より

なる。

　ガス山熔岩 ( 両輝石安山岩 )　この岩石は全体が堅緻かつ深黑色を抂し，斑狀組織

は肉眼ではあまり明らかでない。斜長石および輝石の斑晶はともに 1.5mm 以下で

比較的小形，やゝ密に散在している。

　鏡下では斑晶は紫蘇輝石・普通輝石および斜長石よりなる。紫蘇輝石は長柱狀自形

でやゝ熔蝕を受け割目が発逹しており，淡綠色ないし淡褐綠色を示し，著しい多色性

を有する。普通輝石は柱狀を抂し相当熔蝕されて円味を帶び，淡綠色で多色性に乏し

い。両輝石はともに麭有物が少ない。斜長石は亜灰長石ないし曹灰長石に属し柱狀自

形を抂し，おおむね淸透で著しい累帶構造を有する。大形結晶においては，輝石およ

び褐色硝子等の微粒を多量に麭有している。石基は硝子基流晶質で褐色の硝子に富

み，そのなかに無数の柱狀または粒狀の単斜および斜方両輝石，短册狀の斜長石およ

び黑色微粒の磁鉄鉱等が生成している。

　谷地熔岩 ( 両輝石安山岩 )　この岩石は斑狀組織を抂し，靑黑色緻密な石基中に長

さ 1mm 內外の斜長石の白色斑晶が散在しており，なお長さ 1mm 以下の輝石の斑



晶を伴うが肉眼では顕著ではない。

　鏡下で見ると斑晶は紫蘇輝石・普通輝石および斜長石よりなるが，両輝石は斜長石

に比し少量かつ小形である。紫蘇輝石は柱狀を示し，通常その周辺に単斜琿石の微粒

よりなる反応緣を有し，多色性は著しくない。普通輝石は柱狀で (100) 双晶がみら

れる。両輝石とも麭有物に乏しい。斜長石は亜灰長石ないし曹灰長石に属し自形を抂

し，累帶購造は稀であって輝石および磁鉄鉱等の微晶を麭有している。また四角形あ

るいはこれに近い形の磁鉄鉱の大形結晶が点々として散在している。

　石基は毛氈狀組織でやゝ流狀構造を抂し，柱狀または粒狀の単斜輝石および析木狀

または短册狀の斜長石よりなり，そのなかに磁鉄鉱の微粒が無数に散在し，燐灰石を

伴っている。

　ホロホロ熔岩 ( 両輝石安山岩 )　この岩石は斑狀組織を示し，靑黑色緻密な石基中

に長さ 1.5 〜 3mm の斜長石の白色斑晶と，長さ 1mm 以下の輝石の黑色斑晶とが比

較的密に散在している。輝石は形が小さく少量であるが，斜長石はやゝ大形で多量に

含まれている。

　鏡下に検すると斑晶は紫蘇輝石・普通輝石および斜長石よりなる。紫蘇輝石は長柱

狀でおおむね自形を抂し劈開および割目がよく発逹している。淡綠色ないし淡褐綠

色を示し多色性が著しく，一般に麭有物は少ない。普通輝石は淡綠色で多色性に乏し

く，柱狀で熔蝕をうけてやゝ円味を帶び，劈開および割目がよく発逹し，(100) 双

晶が普通に認められ時には聚片双晶を示すことがある。斜長石は亞灰長右に属し柱狀

自形でおおむね淸透であるが累帶構造が著しく，結晶の中核から外方へはなはだしい

波狀の累帶構造を示し麭有物は少ない。

　石基は灰綠黑色，微晶質で，輝石・斜長石および磁鉄鉱等よりなる。

　德舜暼熔岩 ( 両輝石安山岩 )　この岩石は斑狀組織を示し，灰靑色石基中に長さ

1.5mm 以下の斜長石の白色斑晶と長さ 2.5mm 以下の輝石の黑色斑晶とが比較的

密に散在しており，輝石は斜長石に比較し大形で目立っている。

　鏡下では斑晶は紫蘇輝石・普通輝石および斜長石よりなる。紫蘇輝石は長柱狀でお

おむね自形を示し，割目がよく発逹し，淡綠色ないし淡褐綠色を示し多色性は著しい。

普通輝石は柱狀でおおむね自形を抂するが，しばしば熔蝕されて円くなっており，淡

綠色で多色性はほとんど認められない。両輝石とも麭有物には乏しい。斜長石はおお
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むね亜灰長石に属し自形を抂し，おおむね淸透で麭有物に乏しいが，中核から外方へ

著しい波動狀の累帶構造を示す。

　石基は毛氈狀組織を示し流狀構造を抂する。構成鉱物は粒狀または柱狀の単斜・斜

方両輝石および細長い析木狀の斜長石を主とし，磁鉄鉱の黑色微粒が一面に散在して

いて，かつ燐灰石を伴っている。

　德舜瞥丸山熔岩 ( 角閃石両輝石石英安山岩 )　この岩石は斑狀組織を示し，灰靑色

石基中に長さ 0.5 〜 2.0mm の斜長石および有色鉱物の斑晶が比較的密に散在してい

て，直径 1mm 以下の石英斑晶が点々とみいだされる。

　鏡下に検すると，斑晶は紫蘇輝石・普逋輝石・角閃石・斜長石および石英よりな

る。紫蘇輝石および普通輝石はともに柱狀自形を示し，淡綠色で多色性に乏しい。角

閃石は柱狀自形を抂し綠色普通角閃石に属するが，緣辺に近い部分は褐色である。斜

長石は曹灰長石に属し柱狀自形であり，石英は熔蝕を受けて円くなっている。

　石基は隱微晶質である。

　Ⅱ．6．9　カルルス火山

　この火山は斜長流紋岩・斜長流紋岩質凝灰角礫岩および新第三系を基盤とし，この

上に噴起した成層火山で，その熔岩を大別すると卞部より黃溪熔岩・橘池熔岩および

来馬山熔岩よりなり，丸山は寄生火山である。これらはいずれも両輝石安山岩である。

黃溪熔岩は幌別鉱山の項において述べるように，各種火山碎屑岩と熔岩流との互層で，

むしろ前者に富んでいる。来馬山熔岩はほとんど熔岩流のみよりなる。橘池熔岩は露

出不充分であるがおそらく熔岩流を主とすると思われ，丸山熔岩はその形態より推し

て単一の熔岩塊よりなると考えられる。

　黄溪熔岩 ( 両輝石安山岩 )　この岩石は斑狀組織を抂し，靑黑色石基中に斜長石およ

び輝石の斑晶が比較的密に散在し，その大きさはいずれも 1mm  以下である。

　鏡下では斑晶は紫蘇輝石・普通輝石および斜長石よりなる。紫蘇輝石は柱狀でやゝ

熔蝕を受けており，淡綠色ないし淡褐綠色で多色性はやゝ著しい。稀に歪を受け波動

消光を示すものがある。普通輝石は柱狀で著しく熔蝕をうけて丸くなっており，劈開

が発逹し (100) 双晶を示し時には聚片双晶をなす。淡綠色で弱い多色性がみられる。

両輝石とも麭有物は著しくない。斜長石はおおむね柱狀自形を抂し，淸透で結晶の中
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核部から外方へ著しい波狀の累帶構造がみられる。

　石基は硝子質で著しい流狀構造を示し，そのなかに単斜輝石・斜方輝石・斜長石お

よび磁鉄鉱等の諸鉱物が点在し，また稀に屋根瓦狀構造を示す方珪石を認めることが

ある。

　橘池熔岩 ( 両輝石安山岩 )　この岩石は斑狀組織を抂し，靑黑色緻密な石基中に長

さ 1mm 以下の斜長石の白色斑晶と，長さ 2mm 以下の輝石の黑色斑晶とが密に散

在している。

　鏡下に検すると斑晶は紫蘇輝石・普通輝石および斜長石よりなる。紫蘇輝石は長柱

狀自形を示し，しばしば単斜輝石の微粒よりなる反応緣によって麭囲されている。淡

綠色ないし淡褐綠色を抂し多色性が著しく，割目がよく発逹している。普通輝石は柱

狀でおおむね自形を抂し，淡綠色で多色性は著しくなく (100) 双晶を示し時には聚

片双晶をなす。両輝石とも斜長石・磁鉄鉱石および燐灰石等を麭有する。斜長石はお

おむね亜灰長石に属し柱狀自形を示し，淸透のものは少なく，褐色硝子および輝石の

微粒等を著しく麭有することがあり，一般に細かい波狀の累帶構造を有する。

　石基は硝子基流晶質で褐色硝子のなかに柱狀または粒狀の単斜輝石，短册狀または

柱狀の斜長石および黑色粒狀の磁鉄鉱等が散在し燐灰石を伴っている。

　来馬山熔岩 ( 両輝石安山岩 )　この岩石は斑狀組織を抂し，靑黑色石基中に長さ 2

mm 以下の斜長石の白色斑晶が密に散在しており，輝石は長さ 1mm 以下で肉眼的

には顕著ではない。

　鏡下に検すると斑晶は紫蘇輝石・普通輝石および斜長石よりなる。紫蘇輝石は長柱

狀を抂しやゝ熔蝕を受けており，淡綠色ないし淡褐綠色で多色性が著しく，割目が発

逹している。普通輝石は柱狀で熔蝕をうけて円味を帶び，淡緣色を抂し弱い多色性が

みられ (100) 双晶を示す。両輝石はしばしば斜長石・磁鉄鉱および燐灰石等を麭有

している。斜長石は亞灰長石に属し自形でおおむね淸透であって，劈開がよく発逹し

ており著しい累帶構造がみられる。麭有物は一般に少ないが，しばしば多量の輝石の

微粒を含有する。

　石基は微晶質で灰黑色を抂し，微細な輝石・斜長石および磁鉄鉱等の諸鉱物よりな

り，所によっては硝子質で著しい流狀構造を示す。

丸山熔岩　( 両輝石安山岩 )　この岩石は斑狀組織を示し，靑黑色緻密な石基中に長
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さ 1.5mm 以下の斜長石の白色斑晶と，長さ 1mm 以下の輝石の黑色斑晶とが比較

的密に散在している。

　鏡下では斑晶は紫蘇輝石・普通輝石および斜長石よりなる。紫蘇輝石は長柱狀でや

や熔蝕されており淡綠色ないし淡褐綠色で，多色性が認められるが著しくない。麭有

物は一般に少なく稀に磁鉄鉱の小粒を有する。普通輝石は長柱狀で自形を抂するもの

は少なく，熔蝕をうけて相当円くなっていて淡綠色を抂し，(100) 双晶が普通にみ

られる。斜長石は曹灰長石または亜灰長石に属し柱狀自形であるが，相当熔蝕をうけ

ているものがあり，おおむね淸透であってしばしば著しく塵狀麭有物を有するものが

あり，また輝石や磁鉄鉱等を麭有している。一般に累帶構造は顕著であって，中核部

から緣辺部まで著しい波狀の累帶構造がみられる。本岩中には時に両輝石および斜長

石よりなる聚斑狀集合がみられる。

　石基は毛氈狀組織を示し，構成鉱物はきわめて微細な柱狀または粒狀の輝石，同じく

析木狀または短册狀の斜長石，および副成分として磁鉄鉱および燐灰石等よりなる。

　Ⅱ．6．10　俱多楽火山

　この火山は外輪山山体を構成する俱多楽熔岩と，寄生火山をなす北山熔岩および日

和山熔岩とよりなる。

　外輪山山体には岩石の露出が少ないが，登別温泉地獄谷 ( 図幅外 ) その他において

観察すると，凝灰角礫岩を主としこれに両輝石安山岩の熔岩流を挾んで成層火山をな

しており，上方部は熔岩流に富む。寄生火山は熔岩円頂丘をなし単一の熔岩塊よりな

り，北山熔岩は両輝石安山岩，日和山熔岩は角閃石両輝石石英安山岩である。外輪山

山体形成後，北山が寄生火山として生成せられ，ついで日和山が出現した。

　倶多楽熔岩 ( 両輝石安山岩 )　この岩石は斑狀組織を抂し，靑黑色石基中に斜長石

の白色斑晶と輝石の黑色斑晶とが比較的密に散在しており，斜長石は長さ 1.5mm 以

下であるが，輝石は長さ 3mm 以下で斜長石よりも大きく，著しく目立っている。

　鏡下では斑晶は紫蘇輝石・普通輝石および斜長石よりなる。紫蘇輝石は柱狀で劈開

および割目がよく発逹し，多色性が著しく，通常その周緣には微小な単斜輝石粒より

なる反応緣を有している。普通輝石は柱狀を抂しやゝ熔蝕を受けており，淡綠色で多

色性に乏しく (100) 双晶がみられ，またしばしば聚片双晶をなしている。斜長石は
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おおむね亞灰長石に属し柱狀自形であるが，淸透のものは少なく一般に汚濁しており，

かつ輝石・硝子および磁鉄鉱等の微粒を麭有している。一般に累帶構造は著しい。

　石基は毛氈狀組織を示し，柱狀または粒狀の単斜輝石，析木狀の斜長石および黑色

微粒の磁鉄鉱等の諸鉱物よりなり燐灰石を伴っている。

　北山熔岩 ( 両輝石安山岩 )　この岩石は斑狀組織を示し，靑黑色石基中に長さ 1.5

mm 以下の斜長石の白色斑晶と，輝石の黑色斑晶とが比較的密に散在している。

　鏡下では斑晶は紫蘇輝石・普通輝石および斜長石よりなる。紫蘇輝石はおおむね自

形で，淡綠色ないし淡褐綠色を示し，多色性が認められるが顕著ではない。普通輝石

は (100) 双晶を示し，劈開および割目がよく発逹している。両輝石はともにしばし

ば波動消光をするものが認められる。斜長石はおおむね亞灰長石に属し柱狀自形を抂

し，淸透で劈開がよく発逹していて，一般に累帶構造は著しく，結晶の中核より外緣

へ著しい波狀の累帶構造を有するものがあり，また歪を受け波動消光を示すものが多

い。しばしば輝石および磁鉄鉱等の麭有物を有する。

　石基は硝子基流晶質で褐色の硝子に富み，そのなかに柱狀または粒狀の単斜および

斜方両輝石，析木狀の斜長石の小結晶を多量に生じ，なお磁鉄鉱および燐灰石等の副

成分鉱物を伴っている。

　日和山熔岩 ( 角閃石両輝石石英安山岩 )　この岩石は斑狀組織を抂し，灰靑色石基

中に長さ 1.5mm 以下の斜長石および有色鉱物斑晶が比較的密に散在し，それらの

間に長さ 2mm 以下の淸透な石英の斑晶が点在している。

　鏡下では斑晶は紫蘇輝石・普通輝石・角閃石・斜長石および石英よりなる。紫蘇輝

石は柱狀自形，淡綠色ないし淡褐綠色を示し，多色性に乏しい。角閃石はきわめて少

量であるが綠色角閃石に属し，その周緣は黑色オパサイトで麭有せられ，かつ多色性

は著しい。斜長石は曹灰長石で柱狀自形，淸透であって麭有物はほとんど有しない。

累帶構造は顕著であって，結晶の中心より著しい波狀の累帶構造を示す。石英は淸透

で割目があり，その外形は熔蝕を受けて円くなっている。

　石基は隠微晶質である。

　( 附 ) 灰長石大晶　俱多楽火山の東麓に灰長石大晶を產する事実は，昭和 14 年に深

谷竜太により発見された。文献によればこの大晶は凝灰岩または集塊質凝灰岩中にみ

いだされ，その大きさは最大 45cm に逹し，その主要部分の化学成分は An 85 〜 87
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%，外緣の狹い帶では An 65 〜 80%であって，橄欖石および斜方輝石を麭有している。

　Ⅱ．6．11　登別泥熔岩

　この泥熔岩は敷生川本流の海拔約 500m 附近から東方へ細長く延び，丸山および

橘池以東においては広く拡がり，東方にいくにしたがい次第に分布高度を減じてい

る。またカルルス温泉附近から千歳川の深い峽谷に沿って現われ，図幅南隣の登別温

泉図幅に連続し，そこでは海岸までの広い部分に台地狀に発逹し，南方にいくにした

がい次第に分布高度を減じている。泥熔岩は俱多楽火山南東部にはみいだされていな

い。この泥流は流出当時の地形にしたがい谷間や低所を埋めたものであって，分布狀

況からみるとカルルス火山の爆裂による噴出物と考えられるが，俱多楽火山の噴出物

とする意見もある ( 文献 27)。

　岩質はかならずしも一樣ではなく，一般に褐紫色ないし灰黑色の火山灰が凝結した

基地のなかに，通常大豆大ないし小豆大の白色浮石が散在している。浮石が特に多い

部分やまったくこれを欠く場合もあり，両者は急激に移り変る。またほとんど常に米

粒大以下の安山岩質角礫を含んでいる。この岩石は無層理，塊狀，脺弱かつ粗鬆であ

って，しばしば柱狀節理がみられ深い峽谷をなしている。厚さは最厚 200m に逹す

る。浮石を鏡下に検すると斜長石・普通輝石・紫蘇輝石および硝子よりなる。

　蟠溪駅西方の長流川流域にみいだされるものは，蟠溪熔岩の上部に直接のっており，

約 100 ｍの厚さを有し，長流川に架る鉄橋の北方のものは軟石と称し，石材として

寀掘されている。

　この泥熔岩は分布および岩質から推して登別泥熔岩の一部と推定され，長流川両岸

では高位段丘面を作っている。

　Ⅱ．6．12　支笏泥熔岩

　この泥熔岩は支笏カルデラ生成の際，その陷沒に先立ち中心から主として南東方方

面へ流下したもので，太平洋岸までの広い地域にほとんど平坦な台地狀をなして拡が

り，海岸に近ずくにしたがい同心円狀に次第に高度を減じている。その原地形は白老

図幅および樽前山図幅內では残っているが，この図幅內でみられるものはその西緣の

一部だけであり，更新世安山岩類および新第三紀の諸岩石のみならず，更新世の高位段
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丘砂礫層をも覆っている。

　この岩石は浮石を多量に含み，またしばしば米粒大以下の安山岩質角礫を有し，そ

してこれらを火山灰で充塡凝結した粗鬆かつ軟弱な岩石で，稀に厚さ 3mm 以下で

薄く伸長した黑色玻璃を平行に多数有するものがある。この浮石は通常径 5mm 以

下の大きさで条線があり，絹糸光沢が著しい。

　河岸に臨み，しばしば断崖を形成している。

　泥熔岩中の浮石を鏡下に検すると，著しい流動構造を示す硝子と，少量の斜長石・

角閃石・普通輝石・紫蘇輝石および磁鉄鉱の結晶からなっている。

　支笏泥熔岩と登別泥熔岩との関係については，毛敷生川が敷生川に合流する地点か

ら，白老村当別部落に至る間の左岸の断崖において認めることができる。そこでは敷

生川に面して高さ約 15m の岩石露頭が，約 1.5km の長さに亘ってほとんど連続し

て現われており，拳大以下の浮石をやゝ多く含む登別泥熔岩の上に明瞭な不整合面を

以って，人頭大以下の円礫を含む厚さ 2 〜 3m の礫層があり，これが上方に向って胡

桃大以下の浮石を含む支笏泥熔岩に移化している。一般に支笏泥熔岩は含有された浮

石の絹糸光沢が著しく，かつ火山灰に富み，登別泥熔岩に比較してやゝ軟質で膠結度

が弱いが，登別泥熔岩の浮石は新鮮なものが少なく，多少変質して黃色を帶び，基地

の火山灰はやゝ砂質である。

Ⅲ．応　用　地　質

Ⅲ．1．槪　　　說

　図幅內の鉱床としては，新第三紀および第四紀の火山岩に関係のある硫黃鉱床およ

び褐鉄鉱床が主であるが，他に温泉も多い。硫黃鉱床は鉱染交代鉱床を主とし，幌別鉱

山と白老硫黃鉱山とが稼行されている。特に前者は大正年間には本邦第 1 位の產額

を挙げたことがあり，松尾鉱山と長らく覇を爭っていた。他に硫黃の旧坑が白水川上

流附近およびカルルス盆地內外の数カ所でみられる。沈澱鉱床としては俱多楽火山の

大湯沼において湖底より湧出する熔融硫黃があり，目下これを汲み上げ稼行している

が，昇華鉱床には著しいものがない。
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　褐鉄鉱床はいずれも鉱層であって，稼行鉱山には本邦有数鉱山の 1 つである德舜

暼鉱山を始め，白老鉱山・カルルス鉱山・幸內鉱山・辨景鉱山および優德鉱山等の諸

鉱山があり，その他に廃鉱および未稼行鉱床が数ヵ所みいだされる。これらの褐鉄鉱

床はいずれも海拔 300 〜 600m の高さの場所に賦存している。なお稼行中の石材產地

が 1 ヵ所，また黑鉱鉱床および陶石鉱床の廃坑が各１カ所ある。

Ⅲ．2．硫　黃　鉱　床

　Ⅲ．2．1　幌別鉱山 ( 第 1 図参照 )

　この鉱山は胆振国有珠郡壯暼村辨景にあり，鉱床は来馬山の西方中腹で辨景川と六

号沢との合流点の東方附近に分布し，胆振線久保內駅 ( 図幅外 ) から鉱山までの直距

約 7km の衟路は良好でトラックも通じうる。しかし製品および物資の輸送には本衟

第 1 図　幌  別  鉱  山  地  質  図

路を利用することは少なく，鉱山から空中索衟により南方直距約 7km の幌別郡幌別

村鉱山部落 ( 図幅外 ) に至り，それより南東方直距約 7km を専用軽便軌衟により室

蘭本線幌別駅 ( 図幅外 ) に連絡する。

　この鉱山は明治 35 年頃樵夫がその露頭を発見し，函館市岩井某が稼行したが，同
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44 年に札幌市小田良治の手に移り旧鉱床に相当する富鉱体を発見し，諸設備を整え

急速な発展をなし，大正 5 〜 8 年には本邦第 1 の硫黃產額をみた。大正 9 年同鉱山

は三井系の硫黃鉱山と合併し，北海衟硫黃株式会社の経営となり新鉱床が発見せら

れ，昭和 13 年には新鉱床北東部にある硫化鉄鉱鉱体の寀鉱を始めた。昭和 16 年第

2 次世界大戰のため，衟內諸硫黃鉱山は整理休山を余儀なくされたが，本鉱山のみは事

業を縮小し稼行を続けた。そして鉱山部落 ( 図幅外 ) にある岩ヵ崎坑 ( 銅鉱 ) は当時の

国策に基づき增產を行った。昭和 20 年終戰直後硫黃鉱および硫化鉱の生產額は一時

低下したが，最近諸情勢の緩和と需要の增加により生產額は著しく上昇しつつある。

従業員は職員 23 名，鉱員 420 名であって，最近の生產額は下記のごとくである。

　鉱山附近の地質は斜長流紋岩・黃溪熔岩および来馬山熔岩によって構成されてい

る。斜長流紋岩は辨景川沿岸にみいだされ，石英の斑晶に富んでいる。黃溪熔岩は本

鉱山の坑內および坑外の露頭においては次の 4 岩相に大別される。すなわち下部よ

り下部集塊岩註 1）・安山岩熔岩流・黑色凝灰角礫岩および上部集塊岩である。安山岩熔岩

流には緻密質安山岩と角礫質安山岩の 2 種があり，前者が後者の下部にあって，主と

して坑內にみいだされる。後者は坑內にもみいだされるが，坑外の事務所および社宅

前辨景川流域の急崖に露出する。黑色凝灰角礫岩は外観にきわめて特徵があり，主と

して黑色緻密の基地よりなるが，所により直径 5cm 以下の白色角礫を含んでおり，

鉱化作用に対して黑色部はほとんど変化しないが，白色角礫は鉱染され易い。この岩

石は鉱体の直ぐ上位に冠岩をなして分布し，探鉱上すこぶる重要であり，時には部分

的に鉱染せられ母岩をなしている。その厚さは 10m 內外と思われ坑內でよくみられ

る。上部集塊岩は坑外においては事務所より大曲に至るトラック衟路よりも上方にみ

られ，坑內でもよく露出している。来馬山熔岩は熔岩台地地形や熔岩流末端の急崖地

形等がよく保存されており，碎屑岩類を伴わず，厚い熔岩流よりなる。この岩石は全

註 1)　正確には凝灰角礫岩と称すべきであるが，本項に限り旧来の呼び方を慣用する。
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然鉱化作用を受けていない。なお上記諸岩石を被覆して未凝結の厚い浮石層が本地方

至る所でみいだされる。

　鉱床は主として黑色凝灰角礫岩の下部に接する安山岩熔岩流の上部を鉱染交代した

ものであるが，一部は黑色凝灰角礫岩および上部集塊岩を母岩としている。鉱体は厚

さ 15 〜 25m の扁平楕円形を抂し，便宜上旧鉱床と新鉱床とに大別し，新鉱床はさら

に硫黃鉱体と硫化鉱体とに分けているが，大体において一続きの鉱体である。鉱体の

位置は主として辨景川と六号沢とに挾まれた丘陵の下部に存在するが，新鉱床硫化鉱

体は辨景川の直下から右岸区域にまでおよんでいて，その北方延長は未だ知られてい

ない。

　旧鉱床は往時盛大に稼行されたが，坑內自然発火のため約 30 年前からほとんど密

閉されているので，詳細な狀況を知ることができない。旧鉱床は東西　300m，南北

100 〜 150m で，厚さ 10 〜 20m の扁平な硫黃鉱の鉱体といわれ，その中央部に駱駝

の背の瘤のごとく盛上っている部分がある。この部分は安山岩熔岩流のみならず，そ

の上部の黑色凝灰角礫岩および上部集塊岩中にまで鉱体が発逹したものである。新鉱

床は旧鉱床の東方に，これより 5 〜 8m 低位を占めて連続発逹している。東西 450m，

南北 550m，厚さ 20m の扁平体で，その北東部は硫化鉄鉱鉱体に移化している。硫

黃鉱体の母岩は安山岩熔岩であるが，硫化鉱体はこの熔岩のみならず，その上方に接

する黑色凝灰角礫岩の一部をも母岩としている。新鉱床の鉱体とその下方の安山岩熔

岩との境界面は判然としている。15m 坑地並における坑內露頭および坑內試錐によ

る調査等によれば，その境界面は下方に深く窪んでいる部分が処々にあって，鉱山で

はこれを盆地と称しており，そのなかで著しいものはほゞ N10°E 方向の一線上に並

んでいる。

　鉱山事務所前の辨景川沿岸に排水坑坑口があって，これを水準坑 ( または０m 坑 )

と称し，各坑衟はこれを基準として命名されている。新鉱床には 35m 坑，25m 坑

および 15m 坑の 3 地並があり，各坑衟地並で残柱式で寀掘されている。新鉱床の硫

黃鉱体はそのほとんど 9 割がすでに寀掘済で充塡されており，北部のみが残っている

にすぎないが，新鉱床の硫化鉱体は探掘が緒についたばかりである。坑外への運搬は

35m 坑坑口を用い，25m 坑および 15m 坑とは坑門において斜坑により連絡してい

る。他に数個の排気坑衟がある。
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　本鉱床の鉱石には鼠鉱・黃鉱・縞鉱・鷹の目・硫化鉱および幌別鉱の 6 種がある

が，前 4 者は硫黃鉱であって，そのうち縞鉱が最も普通で，これをさらに共心輪狀縞

鉱，水平細縞鉱および水平荒縞鉱の 3 種に分る。これら諸鉱石の產出箇所を坑衟地

並別に一覧表にすると，次のごとくである。

                 旧３番抗　　鼠鉱　黄鉱
　　　　　(60m 地並）　　　　　
 　　　　　
旧 鉱 床     旧 2 番抗　　鼠鉱
                  (50m 地並）　

                 旧 1 番抗　　鼠鉱           共心輪
                  (45m 地並）　　　　　　  狀縞鉱　　　
　　　　　
旧鉱床およ　
び新鉱床       35m 抗　　　　　　　　　　　　水平細縞抗　水平荒縞抗　　　　硫化鉄
　　　　　
　　　　　25m 抗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水平荒縞抗　　　　硫化鉄
新 鉱 床
                  15m 抗                               共心輪                                          幌別鉱  硫化鉄
                                                             狀縞鉱

　鷹の目は黃色，半透明の純硫黃であって，幅 30cm 以下の細脈狀または小塊をなし，

硫黃鉱および硫化鉱を切り明らかに最後の生成物である。各坑衟地並に產するが，少

量であって鉱石としては重要ではない。鼠鉱は鼠黑色で品位は著しく良好であるが，

旧鉱床にのみ產する。黃鉱は灰黃色で旧鉱床にのみみられ，おそらく上部集塊岩の主

として凝灰質部を原岩とするものと思われる。黃鉱中には往々集塊岩中の玉石であっ

た部分が共心輪狀をなし，その中核に未鉱化の安山岩を残していることがある。共心

輪狀縞鉱は灰黑色と灰黃色とが共心輪狀をなす縞鉱であるが，15m 坑においてみら

れるものは，その縞模樣から推察すると柱狀節理をなす緻密質安山岩が，その節理に

沿って內方へ鉱化作用を受けた観を抂し，旧 1 番坑および 35m 坑でみられるもの

は，角礫質安山岩が交代されて生じたごとき観を抂する。水平細縞鉱は灰黃色と灰黑

色とがほゞ平行の美しい縞模樣を抂しているもので，その縞の幅は通常 1cm 內外であ

るが，灰黑色の縞が分岐したり，また灰黃色部を橫切ることがある。水平荒縞鉱はこ

れより縞が荒い。鉱体周辺の貧鉱部には白色粗鬆な岩右が発逹し，白灰と称されてお

り，硫化鉱体の周辺には硫化鉄鉱の鉱染により，黑色粗鬆な黑灰と称するものが発逹

している。

　硫黃鉱および硫化鉄鉱は，ともに品位 40%以上を鉱石としている。

｛
｛

｛



32

　母岩の変質作用としては漂白作用・明礬石化作用・高陵土化作用および蛋白石化作

用がみられる。本鉱床の成因については多くの異なった論議がある。すなわち加藤武

夫および中本明の沈澱鉱床說，渡辺武男および木村正の沈澱鉱染交代複合鉱床說，細

部においてやゝ異なるが早瀨喜太郎および筆者の鉱染交代鉱床読等があり，それらの

詳細については文献 15)，34)，5) および 26) を参照されたい。

　硫黃鉱は山元において燒取製錬をなし，硫化鉱は手選の上送鉱される。

〔附〕幌別鉱 (Horobetsuite)　この鉱物は幌別鉱山の新鉱床硫化鉱体中に產し，昭

和 23 年に新鉱物として早瀨喜太郎により命名されたものである。長さ 1.5mm，幅

0.2mm 程 度 の 一 見 輝 安 鉱 樣 の 針 狀 結 晶 で Bi2S3 と Sb2S3 と の 類 質 同 像 的 混 晶 と い

われ，15m 坑地並で硫化鉱体のほゞ中央部の各所にみられ，厚さ 0.5 〜 1.0m の間

に幾枚かの薄い脈狀部があり，そのなかにこの鉱物が密に混って產するが，この脈狀

部は連続せずまたこの鉱物もきわめて少量であるから，現在のところ鉱石としての価

値はみられない。詳細は文献 21) および 26) を参照されたい。

　Ⅲ．2．2　白老硫黃鉱山  ( 第 2 図参照 )

　この鉱山は白老郡白老村にあって，ホロホロ火山山頂の北北東約 1.9km の地点に

位する。この鉱山に至るには室蘭本線白老駅より白老川に沿った衟路を北行するが，

白老川と椴松川 ( 白老硫黃鉱山附近より流出する川 ) との合流点附近までは良好なト

ラック衟路がある。これより鉱山まで直距約 4.5km の間の衟路は傾斜がやゝ急で，

かつ路面も良好ではないが，鉱山本坑の坑口までトラックを通じうる。

　鉱山開発の歷史は相当古く，最初は附近有志によって開発を企図されたが，運搬が

不便であるため当時は事業化するにはいたらなかった。その後広田幸松および金井某

は，昭和 11 年 3 月東京旭企業株式会社と提携，寀掘を開始，鉱員約 30 名により

月產 100t 程度の生產を行った。ついで昭和 12 年 5 月白老硫黃鉱業株式会社が設

立せられて本格的開発準備を進めたが，鉱区が御料林中にあるため製錬が許可されな

かった。昭和 15 年北沢產業株式会社がこれを讓り受け，北海衟白老硫黃鉱業株式会社

を興し現在に至っている。戰時中は企業整備のため休山し，戰後もトラック衟路の開

設，坑口の取明けおよび宿舍の建設等の寀鉱準備に努力し，調査当時はそれらの準備を

了え，坑內作業に取掛ったところであった。山元には貯鉱約 10,000t があったが未
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第 2 図　白 老 硫 黃 鉱 山 鉱 床 分 布 図

だ搬出されたことがなく，製錬設備準備中であった。現在約 30 名の従業員を有す

る。

　この地域一帶は急峻な山岳地帶で，かっ熊笹が密生し，岩石の露頭はほとんどなく，

人跡は稀であり，その周辺にはホロホロ山をはじめ海拔 1,000m 以上の高く嶮しい

山地が連なっており，鉱山も海拔 800m の地点にある。鉱山の周囲は急傾斜の山地

で，摺鉢形に囲まれていて北東方のみが開いている。この地形はおそらく爆裂火口の

跡と考えられ，附近には他にも多くの爆裂火口地形がみられる。

　附近一帶の地質は輝石安山岩熔岩流と，同岩質の凝灰岩および凝灰角礫岩等の火山

碎屑岩とが重疊した岩層よりなり，それらの岩石は一般に後火山作用による 2 次的変

質を受けているものが多い。
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　この附近には硫黃鉱床と褐鉄鉱鉱床とが各所に散在しているが，そのうち硫黃鉱床

として探掘されたものは赤川山 ( ホロホロ山頂より南東東方直距約 2.3km にある

1,061.4m 高地 ) の北西方約 300m の地点にある本坑，同じく 400m の地点にある

新坑および南西方約 1,500m の地点にある敷生坑の 3 者である。新坑および敷生坑

の鉱床は小規模とみなされ，かつ鉱石運搬が不便であるため廃坑となり，もっぱら本

坑のみが稼行されている。

　本坑においては赤川山の山腹の高距約 37m の間に，上方より 1 坑・2 坑・3 坑お

よび 4 坑の 4 坑口が設けられ，さらにその下方 22m に 5 坑地並を設けるべく，調査

当時 5 坑坑口を開き坑衟掘進中であった。3 坑および 4 坑を主要坑衟とし坑衟の総

延長は約 700m に逹する。本坑において現在までに開発された坑衟內の岩石および

鉱石の原岩から考えると，本坑坑口附近は走向 N48°W で，かつ北東方に約 60°傾斜

した厚さ約 35 〜 45m の 1 枚の安山岩熔岩流 ( ガス山熔岩に属する ) と，その上下

にそれぞれ凝灰角礫岩を主とする火山碎屑岩層 ( 上部堆積層および下部堆積層 ) が存

在している。鉱床は 3 坑奧にあるきわめて小規模のものを除けば，走向 N45°W，既

知 延 長 100m， 幅 最 大 20m で， 既 知 の 深 さ 50m 內 外 の 厚 い レ ン ズ 狀 鉱 体 1 枚 と

考えられており，傾斜は頗る急で，垂直に近い。鉱体は主として安山岩熔岩流および

下部堆積層中に賦存し，上部堆積層中には少部分が含まれているにすぎない。

　この安山岩熔岩流は他の諸硫黃鉱床でみられるように，特に著しくキャップロック

をなしているとは考えられないが，3 坑および 4 坑においてやゝその傾向を窺うこ

とができ，安山岩熔岩流の下位の下部堆積層中に鉱体が発逹している。この鉱体の形

態から考えると N45°W 方向の裂罅の存在が考えられ，また坑衟內の鉱化作用の弱

い部分にこの方向の断層が多数発逹するのが認められる。この鉱床は鉱染交代型硫黃

鉱床であって，1 坑の坑口附近の安山岩中には直径 15cm の噴気管の跡があり，自然

硫黃がこれを充塡しており，1 坑坑口から上方約 6m および 40m の山腹に鉱体の

露頭がある。

　鉱石は黃色を抂するもの，灰黑色を抂するもの，および両者が平行または共心輪狀

縞模樣をなすもの等が最も普通にみられ，品位の良好な部分は total S 64%で，通

常は 35 〜 50%である。

　母岩の変質作用としては一般に漂白作用・蛋白石化作用および高陵土化作用等がみ
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られ，明礬石化作用は著しくない。安山岩熔岩流では鉱体に近い部分だけが漂白さ

れ，やゝ遠去かると硫化鉄が鉱染した変朽安山岩となっている所が多い。

　新坑の坑口は崩壞しているが，坑口の硑からみると凝灰角礫岩中を掘進したらしく，

坑衟は約 40m 延びているが，鉱体に当らずに休止したという。坑口より約 35m 上

方 2 ヵ所に鉱体の露頭があるが，品位はかならずしも良好ではない。

　敷生坑も坑口は崩壞しているが，硑からみると，安山岩中を掘進したらしく，坑口

より 30m 上方には火山碎屑岩の露頭がある。附近の岩石は一般に変質を受け，処々

に漂白部がみられまた硫化鉄を鉱染としている。鉱石の品位はやゝ良好である。

　褐鉄鉱鉱床は現在までに寀掘されたことはないが，おもなる鉱床は椴松川の沿岸に

3 ヵ所ある。

　Ⅲ．2．3　大湯沼鉱山

　幌別郡幌別村登別温泉にあって，二俣鉱業所と称し二俣繁作の経営である。大湯沼

の下底から湧出した硫黃を寀取するもので，古くから稼行されており，昭和 14 年に

現経営者の手に移った。戰時中は企業整備に遭い，昭和 15 〜 22 年は休山していた。

従業員 2 名，月產 30t である。運搬はトラックにより室蘭本線登別駅に出している。

往時は沼上に舩を浮べ，バケットで汲み上げていたが，現今は岸に打寄せたものを船の

上からスコップ樣の器具で寀取している。鉱石は黑色を抂し，砂粒大で槪して中空球

狀のものが多く，品位は S 80%以上を有する ( 本文俱多楽火山の項参照 )。

　Ⅲ．2．4　その他の硫黃鉱床

　有珠郡壯暼村にあって白水川土流に位置し，オロフレ山頂より西方直距約 2.3km

にみいだされる旧坑は，明星鉱業株式会杜がかつて探鉱したことがあり，約 200t を

出鉱したが，戰時中企業整備のため休山し現今に及んでいる。上下に約 36m を隔て

て坑口が 2 ヵ所あるが，両坑口とも崩壞している。斜長流紋岩中の鉱染鉱床で，そ

の形態は不明である。坑口の貯鉱は品位 S 35%以下である。

　この鉱床の北東東方直距約 1.1km に位置する旧坑は，昭和產業株式会社がかつて

探鉱したことがあり，戰時中企業整備にあって休山し現今におよんでいる。上下に

15 ｍを隔てて坑口は 2 ヵ所にあるが，崩壞していて內部は窺えない。斜長流紋岩



中の鉱染鉱床で，小塊狀をなし，点々として賦存しているという。坑口の貯鉱は品位

S 30%，貯鉱量 10 〜 15t である。

　幌別郡幌別村カルルス，すなわち加車山の北西方約 1.2km の衟路際にある旧坑

は，昭和 12 〜 16 年に小樽市の石鉱業株式会社 ( 代表者石平三郎 ) が探鉱した。坑口

は 2 ヵ所あり坑衟の延長は約 12m という。鉱山北方の沢および加車山北麓の沢の

岩石は漂白作用が著しぐ稀に硫黃の鉱染が認められ，いずれも探鉱した形跡があ

る。

　オロフレ山ヒュッテ下方にある旧坑は，日東鉱山株式会社が昭和 9 〜 11 年頃探鉱

したことがあり，坑衟延長約 12m という。この附近は流紋岩質凝灰角礫岩が発逹し

処々に硫黃が鉱染している。

　なお俱多楽火山の日和山山頂附近の小爆裂火口內にある噴気口の孔口周辺には昇華

硫黃がある。また蟠溪火山山頂の 947.3m 高地の北北東約 1.5km 附近の溪流に面

して昇華鉱床があり，昭和 26 年に稼行されたことがある。

Ⅲ．3　褐　鉄　鉱　鉱　床

　Ⅲ．3．1　德舜瞥鉱山  ( 第 3 図参照 )

　有珠郡大滝村 ( 旧称德舜暼村 ) 上野にあって，日鉄鉱業株式会沚の経営である。胆

振線優德駅より山元まで直距約 4km の間は良好なトラック衟路があり，また山元か

ら胆振線新大滝駅まで直距約 2km の間には，空中索衟が設けられていて，資材の搬

入および鉱石の積出を行っている。

　この鉱山は大正 5 年大滝村の伊藤周次郎が発見し，同人他 6 名が共同して試掘権

を得たが，大正 6 年北海衟製鉄株式会社へ，大正 11 年三井鉱山株式会社へ，昭和

9 年輪西鉱山株式会社へと権利が次々に移り，昭和 14 年現会社の所有となり，同 15

年より操業を開始し現在におよんでいる。職員 14 名，従業員 126 名がおり，他に

5 月から 11 月までは季節労働者約 100 名が，主として剝土作業に従事している。

生產額は次の頁に示す通りである。

　鉱山は德舜暼山の北西麓で，海拔 470 〜 590m の高さに位置する。附近は全体とし

て，西西北方へ約 8°の角度で緩く傾く広濶な高原狀地形を抂しており，この広潤地
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第 3 図　德 舜 瞥 鉱 山 附 近 地 質 図

の南北両側に，約 500m を隔てて比高 30 〜 50m の山眠が西西北方に走っている。

その広濶地のほゞ中央に，1 個の大きな褐鉄鉱床が細長く橫たわっている。北側山脈

の麓に沿って紫明川 ( 德舜暼山より発する川 ) が下刻して流れている。この鉱床は A

鉱床と称され，往時この鉱床の高さが紫明川の流路であったと考えられている。A 鉱

床より紫明川の上流約 1.2km，海拔 680 〜 690 m の位置に B 鉱床があるが，すこぶ

る小規模である。12 月頃から翌年 4 月頃までは積雪があり寒冷であるが，作業は中

絕されることがない。
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　鉱床は地表に湧出した鉱泉から沈澱生成した褐鉄鉱層で，N 80°W の方向に細長く

分布している。中心線上の延長は 800 m であって，西方の貧鉱部までいれると約 1,000

におよんでいる。幅は最も狹い所で 70 ｍ，中央部が最も広くて両端の貧鉱部までい

れると 130m に逹するが，平均して 100 m 前後で西方ほど狹くなっている。この鉱

層は 1 枚とみなされているが，中心線上では厚さ 1 〜 4m の褐色粘土の，扁平で連

続性に乏しい夾みを 1 〜 3 層有する。夾みを含めた鉱層の厚さは中心線上でおゝむね

12 〜 20m　であって，左右両端ほど薄くなっている。表土は場所により変化に乏しく

厚さ 2.5 〜 7.0m，平均 4.5m の腐植土および玉石混り褐色ローム層よりなる。まず

これを剝土し西方から順次東方へ，階段式露天掘で 10 ｍごとに階段を設け寀掘して

いる。鉱体の下位には褐色ローム層があり，安山岩の熔岩流を基盤としていることが，

試錐により知られている。地表から安山岩の上部までの深さは，中心線上で 20 〜 21m

で，左右両端部に近いほど次第に浅くなり，両端部では 12 〜 13m である。鉱床東端

部附近では，鉱体中心線の延長が紫明川と交る点から約 150m　西方までの範囲は試

錐の結果によるとまったく鉱石がなく，あるいは鉱体は河流に平行して，山頂方向に

曲げられているとも想像せられ，この部分の表土中には鉱石の転石が多く含まれてい

る。このように鉱体の最上端部は未探鉱であって，この鉱体を形成した鉱泉の湧出口

またはその形跡は不明である。鉱体の表面はその中央部より西方では，一般に平滑で

沈積当時の表面を保持しているが，中央部より東方では起伏が大きく，鉱石が不規則

に凹凸していて，剝土作業に多大の支障を与えており，剝土しつつ凸出部を削り取っ

ている。これは一旦形成された鉱層の表面が，二次的に浸蝕，削剝されたものと考え

られる。

　鉱石はほとんど塊鉱であって粉鉱は少ない。色は黑褐色が普通で，稀に赤褐色，帶

綠黑褐色または帶紫黑褐色を抂する。鉱床の中央部では緻密質，堅硬かつ板狀で，品

位はすこぶる良好であるが，左右両端に近づくに従い海綿狀の多孔質となり品位は惡

くなる。また中心線上東西方向でいうと，中央部ほど品位が良く，東方または西方ほ

ど品位が惡い。また中心線上中央部の上下関係についていえば，鉱体の表層ほど位

が良く，下方にいくほど不良となり，下層が最も悪い傾向がみられる。草木の印痕を

示すものは，西方部においてみられるほかは稀である。また鉱石の間𨻶に葡萄狀の沈

澱物が認められることがある。鉱石の最高品位は Fe 58.20%であったが，平均 50%
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以上として出鉱している。

　現在鉱体のほゞ中央部の南緣に湧泉がみられ，その水質は無色透明であるが，やゝ

酸味を帶び冬期も凍結しない。湧出口より約 2m 下流からは漸次赤銹を沈澱しつゝ

ある。

　B 鉱床は紫明川の河岸に沿い露出し，長さ 80m，幅 30m，厚さ 3m 以上であっ

て，表土は約 50cm にすぎない。鉱石は黑褐色で軟く粗鬆で碎け易い。昭和 25 年

度に冬期馬橇を利用して 430 t を搬出した。

　Ⅲ．3．2　白老鉱出  ( 第 4 図参照 )

　白老郡白老村にあって，ホロホロ山頂より東方直距約 3.8km，海拔 550 〜 640m の

場所に位置し，日鉄鉱業株式会社の経営である。この鉱山は大正 3，4 年頃福岡岩吉

および宮地靜馬の両名が発見し，大正 5 年渋谷嘉助が試掘権を得たが，同 7 年北海

第 4 図  白 老 鉱 山 鉱 床 分 布 図

衟製鉄株式会杜へ権利が移り，その後千歳鉱山株式会社の経営となり，昭和 18 年日

鉄鉱業株式会社の所有となった。太平洋戰爭終了後ふたたび千歳鉱山株式会社へ戻っ

たが，昭和 23 年末より現会社の所有となり昭和 26 年から開発に着手した。

　この鉱山は往時稼行されたことがあるが，未だほとんど出鉱されたことがなく，山

元には約 500 t の貯鉱がある。戰時中山元から蕨平 ( 図幅外 ) まで空中索衟を架設し，
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それより室蘭本線白老駅まで軽便鉄衟を敷設する計画を立て，一部実施したが，終戰

とともに中止した。昭和 26 年調査当時は白老駅より森野 ( 旧称幌毛無 ) を経て，白

老川に沿い大滝村三階滝に至る国衟 ( 一部未開通 ) より分岐し，山腹を縫い山元に至

るトラック衟路を建設中で，山元より白老駅までトラック輸送をする計画であったが，

当時は寀鉱は未だ行っていなかった。

　職員 5 名および従業員 5 名，生產額は次のごとくである。

　鉱床は褐鉄鉱層であって，赤川 ( 鉱山より流出する川 ) の上流の南の沢と北の沢と

の合流点附近より，両沢に挾まれた山地に分布しており，第 1・第 2・第 3 鉱床に分

けている。

　第 1 鉱床は 1 枚の鉱層であって，最大延長約 290m で，幅 90m 內外の細長い形

狀を示し，その延長方向は山地の傾斜方向に従って長く延び，南の沢に臨んでいる。

表土はきわめて薄く，0.25 〜 1m，鉱体の南の沢に近い部分ではすでに剝土されてい

る。鉱層の厚さは最大 7m に逹するが，通常 2 〜 6m で夾みはほとんどなく，また品

質の変化に乏しく一樣の鉱石よりなる。鉱石は黑褐色を抂し海綿狀多孔質で小空𨻶に

富み，葉・茎および蘚苔等の印痕に富むものが多い。やゝ堅い部分もあるが，一般に

碎け易く粉鉱になり易い。南の沢の河面より約 10m 高所に鉱泉の湧出口があって，

現在脺軟な褐鉄鉱を沈澱しつつある。

　第 2 鉱床は北の沢河岸にあって，鉱石の露頭が 3 ヵ所でみいだされ，おそらく連

続した 1 枚の鉱層と考えられているが，未探鉱である。連続しているものとすれば，

その大きさは河岸に沿い長さ 150m 以上，幅は 50m 以上あって厚さは不明である

が，鉱石の品質は第 1 鉱床と異ならない。湧出口が 1 ヵ所あって，脺軟な褐鉄鉱を

沈澱しつつある。

　第 3 鉱床は北の沢支流の一の沢上流で，試錐によりみいだされたもので，厚さは

約 2.5m であるがその規模は未確認である。

　Ⅲ．3．3　カルルス鉱山  ( 第 5 図参照 )
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第 5 図  カ ル ル ス 鉱 山 鉱 床 図

　幌別郡幌別村カルルスにあって，カルルス温泉の北北西方直距約 2.8km に位置す

る。山元よりカルルス温泉および登別温泉を経て，室蘭本線登別駅に至る良好なトラ

ック衟路があり，鉱石はトラックで搬出している。

　この鉱山は大正 5 年佐々木市蔵が発見し，同 7 年試掘権を得て木村久次郎と共同

して探鉱したが，出鉱に至らなかった。その後休山していたが，昭和 16 年北海鉄山

株式会社が再開し，山元よリカルルス温泉までトラック衟路を設け，また山元－登別

駅間に空中索衟架設の準備をなす等，大規模な開発計画を立てたが，昭和 20 年太平

洋戰爭の終結にあい，ほとんど出鉱することなく休山した。昭和 25 年より現鉱業権

者藤木定がこれを復活し，現在職員 6 名，従業員約 50 名 ( 運搬を除く ) をもって
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稼行している。生產額は次のごとくである。

　この鉱床はいわゆるカルルス盆地のほゞ中央に位置し，その附近は緩やかに起伏し

た丘陵狀地形を抂し，樹木が繁茂し，河川流域以外には岩石が露出していない。附近

の地質は斜長流紋岩・安山岩および安山岩質凝灰角礫岩等を基盤とし，その上に褐色

ローム層および浮石層が厚く覆っている。鉱床は海拔 430 〜 580m の高さに位置し，

第 1 鉱床および第 2 鉱床よりなり，第 2 鉱床はさらに北岸地区鉱体と南岸地区鉱

体とに分けられ，最後者が褐鉄鉱の鉱染鉱床であるほかは褐鉄鉱層である。

　第 1 鉱床は 2 枚の鉱層よりなり，地表から腐植土 20cm，浮石層 1 〜 2m，褐色ロ

ーム層　30cm，上部鉱層 60 〜 200cm，貧鉱部 15 〜 60cm および下部鉱層 150cm

內外の順で重なり，さらにその下方は貧鉱となっている。上部鉱層の鉱石は黑褐色を

抂し，そのほとんど全部が植物の葉および茎等の集合の印痕を有し，空𨻶に富み，かつ

堆積狀態のまゝの層理を示している。下部鉱層の鉱石は黑褐色で海綿狀または塊狀を

示し，その下方に植物の印痕を残すものがやゝみられる。貧鉱部は小豆大〜大豆大の

浮石の角礫を多数含有し，含鉄量少なく稼行価値はない。露天掘で約 150m の幅の

切羽面を北西方へ前進しつつ探掘しているが，切羽面の左右には鉱体は連続していな

い。またその奥行は試錐により約 100m まで確められているが，その延長が河川と

交る地点に良品位の鉱石の露頭があるので，さらにここまで連続していると推定され

ている。

　第 2 鉱体北岸地区では腐植土 20cm，浮石層 1.5 〜 2m，玉石入褐色ローム層約

1m，鉱層 1 〜 2m の順で鉱層が河岸に露われており，鉱層の下限はまだ現われてい

ないので，その実厚は未確認である。しかし試錐結果によれば厚さ 3.6m 以上の箇

所があるという。現在現われている鉱石は黑褐色を抂し，その下方約 3 分の 1 は植

物の葉および茎等の印痕を残し空𨻶に富み，その上方は海綿狀多孔質で層理がみられ

る。表土を剝土しつつ幅約 60m の切羽面を，北北西方へ前進しつつ露天掘で探掘し

ているが，奥行は試錐により約 60 m まで確かめられている。
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　第 2 鉱床南岸地区では鉱層はなく，塊狀鉱体が河岸に添い長さ約 30m，高さ約 5

m の面積に露出し，河岸から残柱式坑內掘で探掘している。鉱体の奥行は 6m，その

周辺は貧鉱に移化している。この鉱体の上部の貧鉱部の上は，径 30cm 以下の礫を

含む砂礫層に移化している。貧鉱部には安山岩の礫が残っているので，鉱床は砂礫層

中に鉱染して生じた鉱染鉱床と考えられる。鉱石は黑褐色または赤褐色を抂し，塊狀

でやゝ小空𨻶に富む。鉱体の西端部において河水面より約 0.5m 高い箇所から硫黃

泉が湧出しており，そのために川底は白くなっている。また附近一帶には含鉄鉱泉の

湧出が各所にみられる。

　III．3．4　幸內鉱山

　有珠郡壯暼村幸內にあって，日本鉄鉱開発株式会杜の経営である。胆振線蟠溪駅よ

り南方直距約 1.2km の台地上の鉱床があり，駅から山元まで空中索衟が架設され

ており，またトラックも通じうる。

　鉱山は大正 4 年蟠溪の農夫小野克己が発見し，大正 5 年中野要吉が試掘権を得た

が，同 6 年池尾淸次，同 7 年北海衟製鉄株式会社の所有となり，その後三井鉱山株

式会社その他によって小規模に稼行されていた。昭和 17 年現会社の経営となった。

職員数 6 名，従業員 60 名，生產額は次の通りである。

　　　昭和 24 年度　　　　　　　　6,087 t　　　　　　　　　品位　Fe 50%
　　　昭和 25 年度　　　　　　　　8,000 t　　　　　　　　　同　　　　上
　　　昭和 26 年度　　　　　　 　10,735 t　　　　　　　　　品位　Fe 53%
　　　昭和 27 年度（2 月まで）　 　 22,177 t　　　　　　　　　同　　　　上

　鉱山の南東方には来馬山熔岩が比高約 200m の急崖をなして連なっており，その

山麓から西方一帶には高原狀台地が広く発逹している。基盤岩類は白水川の沿岸にし

か露出していない。鉱床はこの台地上にあって，白水川支流の赤水川 ( 白水川と長流

川との合流点より約 750m 上流から南々東方に分岐する川 ) に沿ってみいだされる。

鉱床は鉱層であって 8 ヵ所にみいだされており，第 1 〜第 8 鉱床と命名されている

が，このうち連続していると考えられるものがあり，実際は 5 鉱体である。鉱床の

分布している範囲は赤水川に沿って約 800m であるが，これらはほとんど寀掘済み

で，現今は第 8 鉱床のみが稼行されている。鉱山附近の層序は場所により多少の相
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違があるが，大体次のごとくである。上部より約 30cm の腐植土および火山灰，50 〜

70cm の浮石層，50cm 〜 4m の玉石入褐色粘土質ローム層，約 30cm の茶褐色粘

土層，鉱体，約 30cm の白色粘土層，2 〜 5m の赤褐色粘土層であって，その下部は

新第三系の流紋岩質凝灰岩よりなる基盤岩となっている。各鉱層の厚さは 1 〜 3m が

最も普通で，稀に 7m に逹することがあり，おおむね地表の傾斜方向すなわち北西方

へ 3 〜 7°傾斜しているが，それぞれの位置・高さ・走向および傾斜等から考えると，

おそらく一旦形成された連続した 1 枚の鉱層がその後の局部的変動により分断され，

傾動または褶曲したものと考えられている。現今稼行されている第 8 鉱床は走向 E

－ W，傾斜 45 〜 60°S でいちじるしい急傾斜を示し，既知延長 150m，厚さ約 3.5m，

傾斜方向への連続 25m で，それより下方は未探鉱である。地表で露天掘により寀掘

可能な部分はすでに寀り尽し，赤水川河岸から高低差 14m の立入坑衟 2 本を開坑

して，着鉱後𨫤押で寀掘している。鉱石は黑褐色塊狀で大体緻密，堅硬でやゝ小空𨻶

がある。第 8 鉱床以外の鉱体では，稀に植物の印痕が認められるもの，海綿狀のも

の，粉狀のもの等が局部的に認められる。

　なお来馬山熔岩の急崖下の 1 ヵ所から含鉄鉱泉が湧出しており，現在脺軟な褐鉄鉱

を沈澱しつつある。

　Ⅲ．3．5 大滝鉱山

　有珠駅大滝 ( 旧称德舜暼 ) 村大滝にあって，ホロホロ山頂より北方直距約 3.5km

の場所に位する。胆振線大滝駅より三階滝を経て，山元に至る直距約 5.1km の間に

トラック衟路があり，鉱石の搬出はトラックによっているが冬期は馬橇を用いる。

　本鉱山は昭和 12 年に発見せられ，鉱業権者はその後転々としたが，昭和 18 年来

より現経営者三谷栄次郎および佐藤信次の所有となり，翌年より事業に着手した。昭

和 20 年太平洋戰爭の終結とともに休山したが，昭和 24 年より再開した。職員 6 名，

従業員 70 名。　生產額は下記の通りである。

昭和 24 年度（24 年 12 月のみ 1 ヶ月間）　　　 　1,200 t     　    品位　Fe 52%

昭和 25 年度（25 年 1 月より 26 年 3 月まで）　   12,000 t            同　　　    上　

昭和 26 年度（26 年 4 月より 27 年 3 月まで）　   17,350 t            品位　Fe 51%　

昭和 27 年度（27 年 4 月より 28 年 1 月まで）　   87,000 t 　　    品位　Fe 49%
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　鉱山附近一帶は北西方に緩傾斜する丘陵地形を抂し，樹木が繁茂していて岩石の露

頭はほとんどみられない。鉱床は 1 枚の褐鉄鉱層からなり，その上部は厚さ 2 〜 3.5m

の玉石混り褐色粘土質ローム層，さらにその上部は厚さ約 20cm の腐植土で覆われ

ている。鉱層の厚さは最大 6m，平均 2.4 〜 2.7m で夾みはほとんどない。鉱層中に

はしばしば人頭大以下の安山岩玉石を有し，その直下の部分では品位がおおむね良好

である。鉱層の直下は靑灰色粘土層である。確定鉱体の形狀は長径 233m，短径 86m

のほゞ楕円形であるが，長径はなお両延長方向へそれぞれ 36m 延びる見込がある。

この鉱体は山腹の傾斜方向に延び，露天掘で地表から掘下げて寀掘している。鉱層の

下盤は鉱層沈積当時の地形にしたがって平坦ではなく起伏が著しい。特に鉱層のほぼ

中央には高低差約 10m に逹する断崖がある。鉱石は主として塊鉱であるが，下盤の

起伏が大きい箇所では粉鉱になり易い鉱石が多く，また 10 〜 15cm の粘土の夾みを

有する場合がある。鉱石は黑褐色を抂し，植物の印痕を有するのが普通であるが，処

処堅硬，緻密の部分もある。平均品位 Fe 50%以上を鉱石として出鉱しているが，

鉱層が整然としている箇所ほど品位がよく，かつ堅い。最高品位は Fe 57%である。

なお現在湧出している源泉はみられない。

　Ⅲ．3．6　弁景鉱山

　有珠郡壯暼村弁景にあって，弁景温泉と幌別硫黃鉱山とのほゞ中間に位置し，胆振

線久保內駅まで良好なトラック衟路が通じており，鉱石はトラックにより同駅へ搬出

されている。

　この鉱山は大正 5 年津田丑雄が発見し，翌年佐々木市藏が試掘権を得て探鉱したが，

間もなく休山した。昭和 14 年日鉄鉱業株式会社が試掘権を得，同 26 年より寀掘を

開始した。現今衟南開発工業株式会社の依託経営となり，職員 4 名，従業員 23 名

( 運搬は除く ) を有する。

　鉱山の東方には，北高約 150m に逹する厚い来馬山熔岩が急崖をなしており，そ

の山麓から西方一帶は広濶かつ低平な丘陵狀地形が発逹し，そのなかを流れる小川の

沿岸に，処々に安山岩・流紋岩および同岩質凝灰岩等が露出している以外は，樹木が

繁茂しかつ表土が厚く，岩石はほとんど露出していない。黃溪部落の北西方にあ

る 651.9m 三角点の，北西方約 1km の地点を北西方へ流れる小川の沿岸に ( 海拔 300
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〜 540m の間 ) 鉱体が 5 ヵ所でみいだされ，その東西両端にある鉱体の間隔は約 1.6

km である。現在稼行されているのは中央に位する第 3 鉱床である。この附近では

上部から約 50cm の腐植土，約 1m の浮石層，約 2m の褐色粘土質ローム層があり

その下方に鉱体が賦存しているが，切羽で観察すると連続した鉱層ではなく，一抱え

大以下の角張った無数の褐鉄鉱の鉱塊と，その間を充している褐色粘土質ロームとか

らなる。おそらく一旦生成した鉱層が分断され転位したものであろう。試錐結果によ

ればこの鉱体の形狀は，長径約 150m および短径約 60m のほゞ楕円形をなしてい

るものと考えられ，厚さは最大 12m，通常 2 〜 3.5m である。鉱石は黑褐色で槪し

て塊狀，堅硬であって，植物の印痕を有するものは稀である。最高品位は Fe 53%，

平均品位 Fe 48%以上である。

　他の 4 個の鉱体については河岸に露頭が現われているのみで，未開発のため形狀

は不明であるが，第 3 鉱床よりも小規摸で，同鉱床と同じく鉱塊の集合よりなるらし

い。

　Ⅲ．3．7　優德鉱山

　有珠郡大滝 ( 旧称德舜暼 ) 村優德にある。胆振線優德駅北方直距約 1.5km で，海

拔約 460m の緩い傾斜地にあって，優德駅から山元までトラックを通じうる。　　　

　この鉱床は鉱層であって，厚さは約 1m，延長約 100m，幅約 50m である。その

上部は厚さ約 1.5m の褐色ローム層で覆われ，鉱層は地表に沿って傾斜していて，

露天掘で寀掘しているが，調査当時はほとんど掘り尽され，残鉱整理中であった。昭

和 25 年度は 5,500 t 出鉱した。

　Ⅲ．3．8　その他の褐鉄鉱床

　白老郡白老村にあり加車山の北々西方直距約 2km，海抜 580m の地点附近に存在

する褐鉄鉱床は，昭和 26 年岩田一および杉本禎治の両名が踏査して露頭を発見し

たもので，目下探鉱中である。

　この鉱床は鉱層であって，沢と沢との間に挾まれた低い丘陵の尾根の傾斜面に沿っ

て賦存し，表土は薄く 50cm 〜 1 ｍにすぎない。試掘によって鉱層の規模の確認され

た範囲は，長さ 70m 以土，幅 55m 以上である。厚さは 1 ヵ所の試掘結果では約
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9m あり，その下方の 3 分の 1 の鉱石は黑褐色を抂し，植物の茎，葉等の印痕を有

し，空𨻶に富みかつ層理を示す。中部の 3 分の 1 は黑褐色または紫褐色，塊狀でや

や縞狀を抂し，上部の 3 分の 1 は黑褐色海綿狀ですこぶる孔𨻶に富む。

　白老郡白老村毛敷生にある敷生鉱山は，往時盛大に稼行された鉱山で，当時室蘭本

線竹浦 ( 旧称敷生 ) 駅 ( 図幅外 ) から飛生部落まで約 6km の間は，軽便軌衟，同所

より山元まで約 5km の間は空中索衟が設けられていた。大正 6，7 年頃はさかんに

寀掘されたが，おおむね寀掘しつくし，現今は休山中であって，山元には残鉱 2,000

〜 3,000 t を有するという。この鉱山は最初硫黃鉱山として探鉱されたが，鉄鉱は大

正 3 年福岡岩吉および宮地静馬の両名が発見し，大正 6，7 年頃飛生部落に小型熔鉱炉

を建設し，銑鉄を製したことがあり，その後北海衟製鉄株式会社，ついで日鉄鉱業株

式会社の所有となり，現在におよんでいる。鉱床は毛敷生川の支流の赤川の上流で，

海拔 300 〜 340m の位置に存在する。記録によれば鉱体は 6 個あるが，そのうち 3 個

は鉱量は多くない。いずれも鉱層であってその厚さは 1.6 〜 10m あり，その上部は

厚さ 1.6 〜 3m の火山灰で覆われ，その下部は凝灰岩，時には凝灰岩を覆った洪積期

の砂礫層である。鉱石は諳褐色，赤褐色あるいは黃色を抂し，樹幹・枝葉および鮮苔

類を多量に含有し多孔質であるが，上鉱は諳褐色亜金属光沢を有し，堅硬で孔𨻶が少

ないという。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　Ⅲ．4　その他の鉱產資源

　Ⅲ．4．1　銅鉛亞鉛鉱床

　白老郡白老村の白老滝より約 100m 下流の右岸にある盛能鉱山は，昭和 15 年頃

発見されたもので，昭和 20 年頃まで稼行されたが，以後は休山している。綠色凝灰

角礫岩中に塊狀に賦存する黑鉱鉱床で，銅を主とし亞鉛および鉛を伴ない，坑衟延長

70m に逹するという。

　Ⅲ．4．2　陶　　石

　白水川と長流川との合流点から，白水川を約 1.3k ｍ遡行した右岸 ( 有珠郡壯暼村

蟠 溪 ) に 高 さ 約 20m， 幅 約 20m の 岩 石 が 露 出 し て お り， そ の 下 方 部 を 除 き ほ と

んど陶石よりなっているが，その周囲は表土で覆われ連続狀態は不明である。この鉱
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床はかつて稼行されたことがあり，陶石は灰白色を抂し一樣に緻密であるが，その下

部にはやゝ硫化鉄鉱の鉱染が認められ，また硫化鉄鉱の細脈が走っている。鉱体の下

方部には粘土層，流紋岩質砂岩および凝灰岩等が存在している。

　Ⅲ．4．3　石　　材

　有珠郡壯暼村において，胆振線蟠溪駅より長流川に沿い約 600m 下流の右岸で，登

別泥熔岩を石材として探掘している。この岩石は無層理かつ塊狀であるが，約 3m 間

隔の柱狀節理がみられ，岩質は脺軟かつ粗鬆で灰黑色を抂し，処々に大豆大以下稀に

鷄卵大以下の絹糸光沢ある白色浮石や，米粒大以下の安山岩質角礫等を含んでいる。

これを手工具を用いて露天掘で寀掘，加工して土台石および石垣石等に用いている。

Ⅲ．5　温　　　泉

　カルルス温泉　幌別郡幌別村カルルスにあって，いわゆるカルルス盆地のほゞ中央

に位置し，登別温泉からは定期バスが通っている。本温泉の存在は現住民には古くか

ら知られていたが，內地人では明治 22 年に日野久橘が樹種調査のためこの地に入り

温泉場を開いた。現在旅館 4 軒と共同浴場 1 棟がある。この温泉は登別泥熔岩中か

ら湧出する無色透明の単純泉でラジウムを含有し，泉温は約 50℃であって，精神病

・脳神経諸病・筋および関締リウマチ・婦人病および胃腸病等に効能があるといわ

れている。

　蟠溪温泉　有珠郡壯暼村蟠溪の駅前にあって，旅館は 3 軒あり，うち 1 軒は自然

湧出で，他は汲み上げている。無色透明の単純泉に属し泉温は 70℃で，神経痛・

リウマチ・喘息・胃腸病・婦人病および切傷等に効能があるといわれている。

　北湯沢温泉　有珠郡大滝村湯沢にあって，北湯沢駅附近から長流川に沿いこれより

下方約 1km の間に旅館が 4 軒ある。綠色凝灰岩類中より湧出する硫黃泉または食

塩泉で，泉温は 70 〜 80℃であり，リウマチ・婦人病・痔疾・皮膚病等に効能があ

るといわれている。
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G E O L O G Y 

    E x c e p t i n g  t h e  r e s t r i c t e d  o c c u r r e n c e s  o f  t h e  p r e - C r e t a c e o u s ,  

t h e  a r e a  m a p p e d  i s  w h o l y  c o m p o s e d  o f  N e o g e n e  a n d  Q u a t e r n a -

r y  r o c k s ,  i n  w h i c h  v o l c a n i c  r o c k s  a r e  m o s t  p r e d o m i n a n t ,  

s e d i m e n t a r y  r o c k s  b e i n g  l i m i t e d l y  e x p o s e d  a t  f o u n d a t i o n s  o f  

v o l c a n o e s .  T h e  g e o l o g y  o f  t h e  m a p p e d  a r e a  i s  s u m m a r i z e d  

i n  t h e  T a b l e  1 .  

    S t r a t a  i n  t h e  s o u t h w e s t e r n  c o r n e r  o f  t h e  m a p p e d  a r e a ,  

c o n s i s t i n g  o f  b l a c k  c l a y s l a t e  a n d  s c h a l s t e i n ,  y i e l d  n o  f o s s i l s ,  

b u t  a r e  l i t h o l o g i c a l l y  p r e s u m e d  a s  p r e - C r e t a c e o u s  i n  a g e .  

T h e y  s h o w  d i s t u r b e d  s t r a t i f i c a t i o n s .  

    T h e  O s a r u - g a w a  f o r m a t i o n  i s  t h e  l o w e s t  o f  t h e  N e o g e n e  

s e d i m e n t s .  I t  c o n s i s t s  o f  g r e e n  t u f f  a n d  t u f f - b r e c c i a ,  b l a c k  

s h a l e ,  r h y o l i t i c  t u f f ,  a n d  t u f f a c e o u s  s a n d s t o n e  w h i c h  a r e  s u c -

c e s s i v e l y  c o n f o r m a b l e  i n  d u e  s e q u e n c e  f r o m  b e l o w  t o  u p p e r .  

G r e e n  t u f f  a n d  g r e e n  t u f f - b r e c c i a  a l t e r n a t e  e a c h  o t h e r ,  

a n d  b o t h  c o n t a i n  b r c c c i a s  o f  b l a c k  c l a y s l a t e  o r  a n d e s i t e .
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F r o m  b l a c k  s h a l e  a l g a e  a n d  Q u e r c u s  s p .  w e r e  f o u n d .   S e e i n g  

f r o m  t h e  l i t h o l o g i c a l  c h a r a c t e r s ,  t h e  O s a r u - g a w a  f o r m a t i o n  

p r o b a b l y  b e l o n g s  t o  t h e  K u n n u i  s e r i e s ,  t h o u g h  i t  c o n t a i n s  

o n l y  a  f e w  p l a n t  f o s s i l s .   T h e  O s a r u - g a w a  f o r m a t i o n  s h o w s  

g e n t l y  f o l d e d  s t r u c t u r e s .  

    T h e  O s a r u - g a w a  f o r m a t i o n  i s  o v e r l a i n  b y  t h i c k  l a v a f l o w  

o f  p l a g i o r h y o l i t e .   T h e  u p p e r  p a r t  o f  t h e  l a v a  i s  a l t e r n a t e d  

w i t h  p l a g i o r h y o l i t i c  t u f f - b r e c c i a  w h i c h  b e c o m e s  g r a d u a l l y  

t h i c k e r  i n  u p p e r  h o r i z o n s .  

    P r o p y l i t e  l i e s  o n  t h e  O s a r u - g a w a  f o r m a t i o n  a t  t h e  S h i r a o i  

 r i v e r - s i d e .  

   T h e r e a f t e r ,  t h i s  a r e a  h a d  v i g o r o u s  v o l c a n i c  a c t i v i t i e s .  

T h e  K a r u r u s u  v o l c a n o ,  H o r o h o r o  v o l c a n o  a n d  m a n y  o t h e r  

v o l c a n o e s  e r u p t e d  o n e  a f t e r  a n o t h e r ,  s o  t h i s  a r e a  w a s  c o v e r e d  

b y  q u a n t i t i e s  o f  p y r o x e n e  a n d e s i t i c  l a v a s  a n d  p y r o c l a s t i c s .  

    T h e  U e m b e t s u - l a v a  a n d  t h e  S ō s h u n a i - l a v a  a r e  c o n s i d e r e d  

t o  b e  l a v a s  o f  t h e  K u t c h a m b e t s u - d a k e  v o l c a n o  i n  t h e  A b u t a  

s h e e t  m a p  o n  t h e  w e s t - s i d e .  

    T h e  P o m b e t s u - l a v a  i s  c o n s i d e r e d  t o  b e  o n e  o f  t h e  S h i r a o i -

d a k e  v o l c a n o  l a v a s  i n  t h e  S ō k e i s h u  s h e e t  m a p  o n  t h e  n o r t h -

s i d e .  E a c h  l a v a  i s  m a d e  o f  a u g i t e - h y p e r s t h e n e  a n d e s i t e .  

   T h e  l a v a f l o w  o f  t h e  B a n k e i  v o l c a n o ,  w h i c h  i s  m a d e  o f  

a u g i t e - h y p e r s t h e n e  a n d e s i t e ,  e x t e n d s  t o  t h e  a r e a  o f  w e s t  

n e i g h b o u r i n g  s h e e t  m a p .   O n e  c a n  f i n d  a  e x p l o s i o n  c r a t e r  

r i g h t  n o r t h  o f  t h e  9 4 7 . 8  m e t e r s - h i l l .   A  s u l p h u r  s u b l i m a t e  

d e p o s i t  w a s  o n c e  w o r k e d  n e a r  t h e r e .  

    T h e  H o r o b e t s u - l a v a  i s  c o n s i d e r e d  t o  b e  o n e  o f  t h e  H o r o -

b e t s u - d a k e  v o l c a n o  l a v a s  i n  t h e  A b u t a  s h e e t  m a p  o n  t h e  w e s t -

s i d e .   T h i s  l a v a  i s  m a d e  o f  a u g i t e - h y p e r s t h e n e  a n d e s i t e .  

    T h e  H o r o h o r o  v o l c a n o  i s  s o  d i s s e c t e d  t h a t  t h e  o r i g i n a l  

f o r m  i s  o b l i t e r a t e d .    B u t  j u d g i n g  f r o m  t h e  p r e s e n t  t o p o g r a p h y ,  

i t  i s  q u i t e  p o s s i b l e  t h a t  t h e  o r i g i n a l  v o l c a n o  a p p e a r e d  a s  a  

c o n e  a n d  i t s  s u m m i t  w a s  n o t  s o  f a r  f r o m  t h a t  o f  t h e  H o r o
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h o r o - y a m a  a t  p r e s e n t .   T h e  l a v a s  o f  t h i s  v o l c a n o  a r e  d i v i d e d  

a s  f o l l o w s :  F u t a m a t a - l a v a ,  U y o r o - l a v a ,  S h i k i f u - l a v a ,  Y a c h i - l a v a ,  

G a s u - y a m a - l a v a ,  H o r o h o r o - l a v a ,   T o k u s h u m b e t s u - l a v a  a n d  

T o k u s h u m b e t s u - m a r u y a m a - l a v a .   T h e s e  l a v a s  a r e  a u g i t e -

h y p e r s t h e n e  a n d e s i t e ,  e x c e p t  t h e  S h i k i f u - l a v a  ( o l i v i n e - a u g i t e -

h y p e r s t h e n e  a n d e s i t e )  a n d  t h e  T o k u s h u m b e t s u - m a r u y a m a  l a v a  

( h o r n b l e n d e - a u g i t e - h y p e r s t h e n e  d a c i t e ) .   T h e  l o w e r  p a r t  o f  t h e  

m o u n t a i n  c o n s i s t s  m o s t l y  o f  t u f f - b r e c c i a  w h i c h  i n t e r c a l a t e s  

l a v a f l o w s ,  w h i l e  t h e  u p p e r  p a r t  i s  m a d e  o f  t h i c k  l a v a f l o w s .  

T o k u s h u m b e t s u - m a r u y a m a  i s  a  p a r a s i t i c  c o n e  o f  H o r o h o r o  

v o l c a n o .  T h e r e  a r e  n i n e  r e m a r k a b l e  e x p l o s i o n  c r a t e r s  a n d  b i g  

f a u l t s  a s  s h o w n  i n  t h e  s h e e t  m a p .   T h e  r i d g e  w h i c h  l i e s  i n  

t h e  s o u t h w e s t  o f  t h e  s u m m i t  o f  H o r o h o r o  y a m a ,  h a s  a  l i n e  o f  

c l i f f  m o r e  t h a n  6  k m  i n  l e n g t h  a n d  s c o r e s  o f  m e t r e s  i n  h e i g h t .  

T h e r e  a r e  a n  o v a l  c a l d e r a  a t  t h e  s o u t h - s i d e  o f  t h e  c l i f f ,  a n d  

a  d e p r e s s i o n  t o p o g r a p h y  b e t w e e n  t h e  c l i f f  a n d  T o k u s h u m h e t s u -

m a r u y a m a .  T h r e e  b i g  f a u l t s  a r e  f o u n d  i n  t h e  f o u n d a t i o n  

r o c k s  o f  t h e  S h i r a o i  r i v e r - s i d e ,  a n d  t h e  l a v a f l o w s  o f  t h e  

H o r o h o r o  a r e  a l s o  d i s l o c a t e d  b y  t h e s e  f a u l t s .  T h e s e  t o p o g r a -

p h i e s  a n d  f a u l t s  i n d i c a t e  t h a t  t h e  H o r o h o r o  v o l c a n o  i s  s u f f e r e d  

c o n s p i c u o u s  c r u s t a l  m o v e m e n t s  a f t e r  t h e  p e r f e c t i o n  o f  t h e  

o r i g i n a l  f o r m .  

    T h e  K a r u r u s u  v o l c a n o  o c c u p i e s  w i d e s p r e a d  i n  t h e  s o u t h -

w e s t e r n  p a r t  o f  t h e  m a p p e d  a r e a  a n d  f u r t h e r  t o  t h e  a d j a c e n t  

a r e a .   A  w i d e  l a v a - p l a t e a u  w i t h  g e n t l e  s l o p e  a n d  s t e e p  e d g e  

i s  w e l l  p r e s e r v e d  n e a r  K ō k e i .   O t h e r  l a v a - p l a t e a u s  a r e  a l s o  

n o t i c e d  i n  t h e  s o u t h  o f  R a i b a - y a m a  a n d  i n  t h e  n o r t h w e s t  o f  

t h e  K a s h a - y a m a ,  a n d  t h e s e  l a v a f l o w s  w e r e  s u p p l i e d  f r o m  

t h e  K a r u r u s u  b a s i n  w h i c h  i s  l o c a t e d  i n  t h e  c e n t r a l  p a r t  o f  

t h e  v o l c a n o .  T h e  K a r u r u s u  b a s i n  i s  s u r r o u n d e d  b y  s t e e p  

c l i f f s  a n d ,  i n  p a r t i c u l a r ,  t h e r e  a r e  v e r y  s t e e p  c l i f f s  n e a r  t h e  

s u m m i t  o f  R a i b a - y a m a  a n d  K a s h a - y a m a .   I t  i s  c l e a r  t h a t  t h i s  

b a s i n  w a s  o n c e  a  l a k e ,  b e a c u s e  a  l a c u s t r i n e  d e p o s i t  i s  p r e s e n t
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i n  t h e  b a s i n .   T h e r e  a r e  m a n y  e x p l o s i o n  c r a t e r s ,  K a r u r u s u  

h o t  s p r i n g  a n d  m a n y  o t h e r  m i n e r a l  s p r i n g s  i n  t h e  b a s i n .  

F r o m  t h e s e  f e a t u r e s ,  i t  i s  e a s i l y  c o n s i d e r e d  t h a t  K a r u r u s u  

b a s i n  i s  a n  e x p l o s i o n  c a l d e r a .  

    T h e  l a v a s  o f  t h e  K a r u r u s u  v o l c a n o  a r e  m a d e  o f  a u g i t e -

h y p e r s t h e n e  a n d e s i t e  a n d  i s  d i v i d e d  i n t o  K ō k e i - l a v a ,  T a c h i b a n a -

i k e - l a v a ,  R a i b a - y a m a - l a v a  a n d  M a r u - y a m a - l a v a .   M a r u - y a m a  

w h i c h  a p p e a r s  a s  a  l a v a - d o m e  i s  a  p a r a s i t i c  v o l c a n o  o f  t h e  

K a r u r u s u  v o l c a n o .   T h e  o r i g i n a l  f o r m  o f  R a i b a - y a m a  l a v a -

f l o w ,  w h i c h  r e s t  o n  t h e  h i g h e s t  p o s i t i o n  a m o n g  o t h e r  l a v a s ,  

i s  c o m p a r a t i v e l y  w e l l  p r e s e r v e d ,  s o  t h i s  l a v a  i s  y o u n g e r  t h a n  

t h e  H o r o h o r o  v o l c a n o  l a v a s .  

    T h e  a c t i v i t i e s  o f  t h e  K u t t a r a  v o l c a n o  b e g a n  l a t e r  t h a n  

t h o s e  o f  o t h e r  v o l c a n o e s ,  s o  t h e  o r i g i n a l  f o r m  o f  t h e  v o l c a n o  

i s  r e l a t i v e l y  w e l l  p r e s e r v e d  a n d  a l s o  p o s t - v o l c a n i s m  s u c h  a s  

f u m a r o l e s  a n d  h o t  s p r i n g s  e v e n  n o w  r e m a i n  a c t i v e  i n  t h i s  

v o l c a n o .   T h e  w r i t e r  c o n c l u d e s  t h a t  t h e  K u t t a r a  v o l c a n o  i s  

Q u a t e r n a r y  i n  a g e ,  w h i l e  a l l  o f  o t h e r  v o l c a n o e s  a r e  T e r t i a r y ,  

p a r t l y  P l e i s t o c e n e ,  i n  a g e .  

    A s  t o  t h e  K u t t a r a  v o l c a n o ,  o n l y  t h e  n o r t h - h a l f  o f  t h e  

s o m m a ,  K i t a - y a m a ,  H i y o r i - y a m a  a n d  O y u - n u m a  ( B o i l i n g  b o g )  

a r e  c o m p r i s e d  i n  t h e  a r e a  m a p p e d .  T h e  K i t a - y a m a  a n d  H i y o r i -

y a m a  a r e  p a r a s i t i c  v o l c a n o e s  a n d  t h e  O y u - n u m a  i s  a n  e x p l o s i o n  

c r a t e r .   O n  t h e  s u m m i t  o f  t h i s  v o l c a n o  l i e s  a  r o u n d  c a l d e r a  

o f  w h i c h  b a s e  i s  o c c u p i e d  b y  a  l a k e .  P r e s u m a b l y  t h e  o r i g i n a l  

f o r m  w a s  a  c o n e ,  b u t  a n  e x p l o s i o n  b l e w  i t s  h e a d  o f f  a n d  

m a d e  t h e  c a l d e r a .  T h e  s o m m a  c o n s i s t s  m o s t l y  o f  t u f f - b r e c c i a  

a n d  a u g i t e - h y p e r s t h e n e  a n d e s i t i c  l a v a f l o w s  w h i c h  a r e  i n t e r -

c a l a t e d  i n  t u f f - b r e c c i a ,  b u t  t h e  a m o u n t  o f  t h e s e  l a v a f l o w s  

i n c r e a s e s  i n  t h e  h i g h e r  p a r t .  T h e  K i t a - y a m a  w h i c h  i s  m a d e  

o f  a u g i t e - h y p e r s t h e n e  a n d e s i t e ,  i s  a  l a v a - d o m e  w h i c h  e r u p t e d  

a t  t h e  n o r t h w e s t  o f  t h e  s o m m a .   T h e  H i y o r i - y a m a  o n  w h i c h  

a n  e x p l o s i o n  c r a t e r  i s  e m i t t i n g  w h i t e  s m o k e  r i s e s  t o  r i g h t  w e s t
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o f  t h e  s o m m a .    I t  i s  m a d e  o f  h o r n b l e n d e - a u g i t e - h y p e r s t h e n e  

a n d e s i t e  a n d  i t s  g e n e r a t i o n  i s  p e r h a p s  y o u n g e r  t h a n  t h e  K i t a -

y a m a .  T h e  O y u - n u m a  f i l l e d  w i t h  b o i l i n g  w a t e r  i s  i n  a  h u g e  

e x p l o s i o n  c r a t e r  i n  t h e  s o u t h e r n  f o o t  o f  t h e  H i y o r i - y a m a .   I t  

i s  s a i d  t h e r e  a r e  s e v e r a l  f u n n e l - s h a p e d  p l a c e s  o n  t h e  f l o o r ,  

f r o m  w h i c h  m o l t e n  s u l p h u r  i s  c r e a t e d  a n d  d e p o s i t e d  n o w ,  s o  

t h e  s u r f a c e  o f  t h e  b o g  l o o k s  b l a c k  a n d  m u d d y .  B e s i d e s ,  t h e r e  

a r e  s e v e r a l  e x p l o s i o n  c r a t e r s  n e a r  t h e r e .   J u d g i n g  f r o m  t h e  

d i s t r i b u t i o n  o f  H i y o r i - y a m a - l a v a ,  i t  i s  c o n s i d e r e d  t h a t  t h e  

o r i g i n a l  b o d y  o f  t h e  H i y o r i - y a m a  w a s  l a r g e r  t h a n  t h e  p r e s e n t ,  

a n d  t h e  e x p l o s i o n  b l e w  o f f  a  p a r t  o f  t h e  m o u n t a i n  a n d  g e n e -

r a t e d  t h e  O y u - n u m a ,  a f t e r  t h e  s e d i m e n t a t i o n  o f  t h e  K u t t a r a  

f o r m a t i o n .  

    T h e  N o b o r i b e t s u  m u d  l a v a  w a s  m a d e  a t  t h e  t i m e  o f  t h e  

e x p l o s i o n  o f  t h e  K a r u r u s u  v o l c a n o .   I t  i s  m a s s i v e ,  f r a g i l e  

a n d  r o u g h  w i t h o u t  s t r a t i f i c a t i o n s .   T h e  r o c k  i s  b r o w n i s h  p u r p l e  

o r  g r e y i s h  b l a c k  i n  c o l o r ,  a n d  c o n s i s t s  m a i n l y  o f  w e l d e d  v o l c a n i c  

a s h ,  w i t h  s o m e w h a t  a l t e r e d  w h i t i s h  y e l l o w  p u m i c e  a n d  a  l i t t l e  

a m o u n t  o f  a n d e s i t i c  b r e c c i a .   T h e  m u d  l a v a  s e e m s  t o  h a v e  

t a k e n  p l a c e  b e f o r e  t h e  s e d i m e n t a t i o n  o f  t h e  K u t t a r a  f o r m a t i o n .  

    T h e  T o k u s h u m b e t s u  c l a y  l i e s  u n c o n f o r m a b l y  o n  t h e  O s a r u -

g a w a  f o r m a t i o n .  I t  i s  t h i c k  c l a y  w i t h  t h i n  l a y e r s  o f  s a n d  

a n d  g r a v e l  a t  t h e  b a s e .  

    T h e  K u t t a r a  f o r m a t i o n  i s  d i v i d e d  i n t o  t h e  N o b o r i b e t s u  

p u m i c e  a n d  t h e  p l a t y  s a n d s t o n e .   T h e  N o b o r i b e t s u  p u m i c e  i s  

f o u n d  o n  t h e  N o b o r i b e t s u  m u d f l o w  a n d  i s  m o s t l y  c o m p o s e d  

o f  d i s o r d e r l y  a c c u m u l a t e d  p u m i c e .   T h e  p l a t y  s a n d s t o n e  i s  

b r o w n ,  a  l i t t l e  f r a g i l e ,  a n d  r e g u l a r l y  s t r a t i f i e d .  T h e s e  t w o  

p a r t s  o f  t h e  f o r m a t i o n  a r e  m o s t l y  c o n f o r m a b l e ,  b u t  p a r t l y  

n o t  s o  e a c h  o t h e r .  T h e  s u c c e s s i o n  b e t w e e n  t h i s  f o r m a t i o n  

a n d  t h e  H i y o r i - y a m a - l a v a  i s  i n d e f i n i t e ,  b u t  i t  i s  c o n s i d e r e d  

t h a t  t h e  f o r m a t i o n  i s  o l d e r  t h a n  t h e  g e n e r a t i o n  o f  O y u - n u m a  

i n  a g e .
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    T h e  M o r i n o  f o r m a t i o n  l i e s  u n c o n f o r m a b l y  o n  t h e  a n d e s i t i c  

t u f f - b r e c c i a  w h i c h  i s  a  p r o d u c t  o f  t h e  H o r o h o r o  v o l c a n o .   I t  

c a n  b e  d i v i d e d  i n t o  t w o  p a r t s :  t h e  l o w e r  c o n s i s t s  m o s t l y  o f  

f a l s e - b e d d e d  s a n d s t o n e  a n d  p u m i c e ,  c o n t a i n i n g  s m a l l  q u a n t i t i e s  

o f  p e a t ,  c l a y ,  p i s o l i t e ,  s a n d  a n d  g r a v e l ,  a n d  t h e  u p p e r  c o n -

s i s t s  m o s t l y  o f  c o n s p i c u o u s l y  l i g h t  r e d  c o l o r e d  v o l c a n i c  a s h  

a n d  p u m i c e  a c c o m p a n y i n g  w i t h  t h i n  b e d s  o f  s a n d ,  g r a v e l ,  

a n d  c l a y .  

    A l o n g  t h e  O s a r u - g a w a ,  t h e  h i g h e r  r i v e r  t e r r a c e  d e p o s i t s  

-  t h e  T o k u s h u m b e t s u  s a n d  a n d  c l a y -  a r e  d i s t r i b u t e d .   N e a r  

t h e  B a n k e i  s t a t i o n  o n  t h e  I b u r i  L i n e ,  t h e  d e p o s i t s  a r e  s e e n  a t  

s u c h  h i g h  a l t i t u d e  a s  3 5 0 m  a n d  4 5 0 m  a b o v e  s e a  l e v e l .  S i m i l a r  

t e r r a c e  d e p o s i t s  a r e  p r e s e n t  a l s o  a l o n g  t h e  S h i r a o i - g a w a  a n d  

t h e  U y o r o - g a w a ,  b u t  t h e y  a r e  o f  s o  s m a l l  s c a l e  t h a t  a r e  

o m i t t e d  o n  t h e  s h e e t  m a p .   A l o n g  t h e  S h i r a o i - g a w a ,  t h e  

t e r r a c e  d e p o s i t s  r e s t  u n c o n f o r m a b l y  o n  t h e  g e n t l y  i n c l i n e d  

M o r i n o  f o r m a t i o n .  T h e  S h i k o t s u  m u d  l a v a  i s  a  p r o d u c t  r e l a t -

e d  t o  t h e  o r i g i n a t i o n  o f  t h e  S h i k o t s u  c a l d e r a .   I t  o c c u r e d  

j u s t  b e f o r e  t h e  d e p r e s s i o n  o f  c a l d e r a  a n d  f l e w  d o w n  t o  t h e  

s o u t h e a s t ,  f o r m i n g  a  w i d e  p l a t e a u  e x p a n d i n g  a s  f a r  a s  t h e  

P a c i f i c  c o a s t .  I t  i s  a l m o s t  f l a t ,  b u t  b e c o m e s  g r a d u a l l y  l o w e r  

t o w a r d s  t h e  c o a s t .   T h e  m u d f l o w  c o v e r s  n o t  o n l y  N e o g e n e  

a n d  P l e i s t o c e n e  a n d e s i t e s ,  b u t  a l s o  t h e  N o b o r i b e t s u  m u d  l a v a  

a n d  t h e  h i g h e r  r i v e r  t e r r a c e  d e p o s i t s .   T h e  m u d  l a v a  w h i c h  

i s  r o u g h  a n d  f r a g i l e ,  c o n s i s t s  o f  w e l d e d  v o l c a n i c  a s h ,  a  l a r g e  

q u a n t i t y  o f  s i l k y  l u s t r o u s  p u m i c e  a n d  a n d e s i t i c  b r e c c i a .  S o m e -

t i m e s  p l e n t y  o f  b l a c k  g l a s s ,  t h i n n e r  t h a n  3  m m  a r e  a l s o  

c o n t a i n e d  i n  i t .  

    T h e  H o n g ō  s a n d  i s  t h e  l o w e r  t e r r a c e  d e p o s i t s  o f  t h e  O s a r u -

g a w a .   S i m i l a r  d e p o s i t s  o f  s a n d  a n d  g r a v e l  a r e  s e e n  a l s o  

a l o n g  e v e r y  o t h e r  r i v e r ,  b u t  t h e y  a r e  o m i t t e d  o n  t h e  m a p .  

    T h e  K a r u r u s u  s a n d  a n d  g r a v e l  i s  a  l a c u s t r i n e  d e p o s i t  a t  

t h e  t i m e  w h e n  t h e  b a s i n  k e p t  w a t e r  i n  i t .
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   A l t h o u g h  n o t  s h o w n  o n  t h e  g e o l o g i c a l  m a p  t h i n  s e d i m e n t s  

o f  l o a m ,  v o l c a n i c  a s h  a n d  p u m i c e  a r e  w i d e l y  s p r e a d  u n d e r  

m o u l d  n e a r l y  a l l  o v e r  t h e  a r e a  m a p p e d ,  e x c e p t  t h e  n o r t h  o f  

t h e  S h i r a o i - g a w a .   P r o b a b l y ,  t h e y  a r e  p r o d u c t s  s c a t t e r e d  f r o m  

t h e  U s u  v o l c a n o  i n  t h e  h i s t o r i c a l  a g e .

 

ECONOMIC GEOLOGY 

    R e l a t i n g  t o  t h e  v o l c a n i s m  o f  t h e  N e o g e n e  a n d  Q u a t e r n a r y  

p e r i o d  w h i c h  a r e  w i d e s p r e a d  i n  t h e  m a p p e d  a r e a ,  m a n y  o r e  

d e p o s i t s  o f  s u l p h u r  o r  l i m o n i t e  a n d  m a n y  h o t  s p r i n g s  a r e  f o r m e d .  

    M a n y  o f  t h e  s u l p h u r  o r e  d e p o s i t s  a r e  i m p r e g n a t i o n  r e p l a c e -

m e n t  d e p o s i t s .   T h e  H o r o b e t s u  m i n e  a n d  t h e  S h i r a o i  s u l p h u r  

m i n e  a r e  w o r k i n g  n o w .   A t  O y u - n u m a  o f  t h e  K u t t a r a  v o l c a n o ,  

a  s e d i m e n t a r y  d e p o s i t ,  w h i c h  i s  f o r m e d  b y  m o l t e n  s u l p h u r  

f l o w i n g  f r o m  t h e  b o t t o m  o f  t h e  l a k e ,  i s  w o r k i n g  n o w .  T h e r e  

a r e  n o  r e m a r k a b l e  s u b l i m a t e  d e p o s i t s  i n  t h e  m a p p e d  a r e a .  

    I n  t h e  n e i g h b o u r h o o d  o f  t h e  H o r o b e t s u  m i n e  t h e  K o k e i -

l a v a ,  w h i c h  c o n s i s t s  o f ,  i n  a s c e n d i n g  o r d e r ,  l o w e r  a g g l o -

m e r a t e ,  a n d e s i t i c  l a v a f l o w ,  b l a c k  t u f f - b r e c c i a  a n d  u p p e r  a g g l o -

m e r a t e ,  i s  d i s t r i b u t e d .   T h e  c a p  r o c k s  o f  t h e  o r e  d e p o s i t s  

a r e  m o s t l y  b l a c k  t u f f - b r e c c i a  a n d  t h e  o r e s  i m p r e g n a t e  o r  r e -

p l a c e  m o s t l y  t h e  a n d e s i t i c  l a v a f l o w ,  b u t  p a r t l y  b l a c k  t u f f -

b r e c c i a  a n d  t h e  u p p e r  a g g l o m e r a t e .  O n l y  o n e  h u g e  o r e  b o d y ,  

w h i c h  i s  f l a t  l y i n g ,  n e a r y  o v a l  i n  p l a n  a n d  1 5 ~ 2 5  m  i n  t h i c k -

n e s s ,  i s  k n o w n .   I t  i s  d i v i d e d  i n t o  t h e  “ O l d  o r e  b o d y ” a n d  

t h e  “ N e w  o r e  b o d y ” ,  a n d  t h e  l a t t e r  c o n s i s t s  o f  “ S u l p h u r  

o r e  b o d y ” a n d  “ S u l p h i d e  i r o n  o r e  b o d y ” .  B u t  t h e s e  d i v i s i o n s  

w e r e  d o n e  j u s t  f o r  m i n i n g  c o n v e n i e n c e - s a k e ,  a n d  a c t u a l l y  

t h e  d i v i d e d  b o d i e s  a r e  c o n n e c t e d  t o  e a c h  o t h e r .  T h e  “ O l d  

o r e  b o d y ” w h i c h  w a s  o n c e  w o r k e d  o n  a  l a r g e  s c a l e  i s  a  f l a t  

l y i n g  s u l p h u r  o r e  b o d y ,  3 0 0 m  a c r o s s  f r o m  e a s t  t o  w e s t ,  1 0 0 ~

1 5 0  m  a c r o s s  f r o m  s o u t h  t o  n o r t h  a n d  1 0 ~ 2 0  m  t h i c k .  T h e  “ N e w



- 9 -

o r e  b o d y ” i s  a l s o  f l a t  l y i n g ,  i t s  s o u t h w e s t e r n  p a r t  b e i n g  a  

s u l p h u r  o r e  b o d y  a n d  t h e  n o r t h e a s t e r n  p a r t  b e i n g  a  s u l p h i d e  

i r o n  o r e  b o d y .   I t  i s  4 5 0  m  a c r o s s  f r o m  e a s t  t o  w e s t ,  5 5 0  m  

a c r o s s  f r o m  s o u t h  t o  n o r t h  a n d  a b o u t  2 0  m  t h i c k .  S u l p h u r  o r e s  

h a v e  g r e y i s h  y e l l o w  a n d  g r e y i s h  b l a c k  p a r t s .  T h e s e  t w o  p a r t s  

f o r m  c o n c e n t r i c  o r  p a r a l l e l  s t r i p e s .  S u l p h i d e  i r o n  o r e s  a r e  i r o n -

b l a c k ,  h a r d  a n d  c o m p a c t .   A s  t o  t h e  a l t e r a t i o n  o f  m o t h e r  

r o c k ,  a l u n i t i z a t i o n ,  k a o l i n i z a t i o n  a n d  o p a l i z a t i o n  a r e  n o t i c e d .  

    T h e  S h i r a o i  s u l p h u r  m i n e  i s  l o c a t e d  i n  a n  e x p l o s i o n  c r a t e r ,  

n o r t h - n o r t h - e a s t  o f  t h e  H o r o h o r o - y a m a .   S u l p h u r  o r e  d e p o s i t s  

a n d  s u l p h i d e  i r o n  o r e  d e p o s i t s  a r e  s c a t t e r e d  a r o u n d  t h e r e .  

G e o l o g i c a l l y ,  e n v i r o n s  o f  t h e  m i n e  i s  m a d e  o f  a l t e r n a t i o n  o f  

a u g i t e - h y p e r s t h e n e  a n d e s t i c  l a v a f l o w s  a n d  p y r o c l a s t i c s .   T h e  

w o r k i n g  o r e  b o d y  i s  a  l e n t i c u l a r  a n d  u p r i g h t  s t a n d i n g  m a s s ,  

1 0 0  m  i n  h o r i z o n t a l  l e n g t h ,  a b o u t  2 0  m  w i d e  i n  m a x i m u m  a n d  

u p  t o  5 0  m  i n  e v e r  k n o w n  v e r t i c a l  e x t e n s i o n .   T h e  o r e  b o d y  

i s  e m b r a c e d  i n  a n d e s i t i c  l a v a f l o w  a s  w e l l  a s  t h e  u n d e r l y i n g  

t u f f - b r e c c i a  a n d  i s  c o n s i d e r e d  t o  h a v e  b e e n  g e n e r a t e d  a l o n g  a  

f i s s u r e .  T h e  o r e  h a s  y e l l o w  a n d  g r e y i s h  b l a c k  p a r t s  i n  c o n -

c e n t r i c  a n d  p a r a l l e l  s t r i p e s .   T h e  m e t a s o m a t i s m s  s e e n  o n  t h e  

m o t h e r  r o c k  a r e  o p a l i z a t i o n ,  k a o l i n i z a t i o n  a n d  p r o p y l i t i z a t i o n .  

    M o s t  o f  t h e  l i m o n i t e  o r e  d e p o s i t s  i n  t h e  a r e a  m a p p e d  

a r e  o r e  b e d s  d e p o s i t e d  o n  t h e  l a n d  s u r f a c e  f r o m  m i n e r a l  s p r i n g s  

a n d  l i e  i n  l o a m  a t  p r e s e n t .  T h e  s o u r c e  s p r i n g s  r e m a i n  h e r e  

a n d  t h e r e .  S e v e n  m i n e s  a r e  w o r k i n g .  

    T h e  o r e  d e p o s i t  o f  t h e  T o k u s h u m b e t s u  m i n e  w h i c h  i s  o n e  

o f  t h e  m o s t  p r o d u c t i v e  i r o n  m i n e s  i n  J a p a n ,  i s  a  l o n g  o r e  

b e d  e x t e n d i n g  8 0 0 m  l o n g  i n  N  8 0 ° W  d i r e c t i o n ,  a b o u t  7 0 ~ 1 0 0 m  

w i d e  a n d  a b o u t  1 2 ~ 2 0 m  t h i c k .  I t  i n c l u d e s  1 ~ 3  f l a t  p a r t i n g s  

o f  b r o w n  c l a y .  T h e  o r e s  a r e  b r o w n i s h  b l a c k  o r  r e d i s h  b r o w n ,  

h a r d  a n d  c o m p a c t  l u m p  o r e s ,  b u t  a r e  s p o n g y  a t  t h e  m a r g i n a l  

p a r t  o f  t h e  b o d y .  T h e  S h i r a o i  m i n e  h a s  t h r e e  o r e  b o d i e s ,  b u t  

t w o  o f  t h e m  a r e  n o t  y e t  p r o s p e c t e d .   T h e  w o r k i n g  o r e  b e d
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i s  l i t t l e  o f  p a r t i n g s  a n d  t h e  o r e s  a r e  a l m o s t  r e g u l a r  i n  q u a l i t i e s .  

T h e  l e n g t h  i s  2 9 0  m ,  t h e  w i d t h  i s  9 0  m  a n d  t h e  t h i c k n e s s  i s  2 ~

6  m  i n  a v e r a g e ,  b u t  7  m  i n  m a x i m u m .   T h e  o r e s  a r e  b r o w n i s h  

b l a c k ,  s p o n g y ,  f r a g i l e  a n d  k e e p  m a n y  t r a c e s  o f  p l a n t s .  

    T h e  K a r u r u s u  m i n e  c o n s i s t s  o f  t h r e e  o r e  b o d i e s .  T h e  

“ F i r s t  o r e  b o d y ” c o n s i s t s  o f  t w o  o r e  b e d s ,  6 0 ~ 2 0 0  c m  i n  t h i c k -

n e s s .  T h e  o r e s  a r e  b r o w n i s h  b l a c k  a n d  p o r o u s  w i t h  a b u n d a n t  

t r a c e s  o f  p l a n t s .   T h e  “ S e c o n d  o r e  b o d y ” i s  1 ~ 2  m  i n  t h i c k -

n e s s .   T h e  “ T h i r d  o r e  b o d y ” i s  a  m a s s i v e  o r e  d e p o s i t .   T h e  

l a s t  o n e  i s  a n  i m p r e g n a t e  o r e  d e p o s i t  f o r m e d  i n  s a n d  a n d  

g r a v e l .   I t  i s  a b o u t  3 0  m  l o n g  a l o n g  t h e  r i v e r - s i d e ,  a b o u t  5  m  

t h i c k  a n d  a b o u t  6  m  w i d e .  

    T h e  K ō n a i  m i n e  c o n s i s t s  o f  f i v e  o r e  b o d i e s .  T h e  w o r k i n g  

o r e  b o d y  d i p s  a t  4 5 ~ 6 0 ° .   I t  i s  1 5 0  m  i n  l e n g t h ,  r e a c h e s  a t  

l e a s t  2 5  m  i n  d i p p i n g  d i r e c t i o n  a n d  i s  a b o u t  3 . 5  m  i n  t h i c k n e s s .  

T h e  o r e s  a r e  b r o w n i s h  b l a c k ,  h a r d  a n d  c o m p a c t .  

    T h e  O t a k i  m i n e  h a s  a  o r e  b e d ,  w h i c h  i s  n e a r l y  o v a l  i n  

s h a p e ,  2 3 3  m  i n  l o n g e s t  d i a m e t e r  a n d  8 6  m  i n  s h o r t e s t  o n e .  

I t s  b o t t o m  i s  n o t  f l a t ,  b u t  u n d u l a t e d .  T h e  m e a n  t h i c k n e s s  

i s  n e a r l y  2 . 5  m ,  b u t  6  m  i n  t h e  t h i c k e s t  p a r t .  T h e  o r e s  a r e  

b r o w n i s h  b l a c k  w i t h  a b u n d a n t  p l a n t  t r a c e s ,  b u t  s o m e  p a r t s  

a r e  h a r d  a n d  c o m p a c t .  

    T h e  B e n k e i  m i n e  a n d  t h e  Y ū t o k u  m i n e  a r e  o f  s m a l l  s c a l e .  

    N o b o r i b e t s u  m u d  l a v a  i s  q u a r r i e d  a s  b u i l d i n g  s t o n e  a t  

t h e  w e s t  o f  t h e  B a n k e i  s t a t i o n .  

    T h e  K a r u r u s u  a n d  t h e  B a m k i  h o t  s p r i n g s  a r e  s i m p l e  

s p r i n g s ,  c o l o r l e s s  a n d  t r a n s p a r e n t .  T h e  K i t a y u - z a w a  h o t  s p r i n g  

i s  a  s u l p h u r  s p r i n g  o r  a  c o m m o n  s a l t  s p r i n g .
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